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問
題
の
所
在

日
本
に
お
け
る
中
国
の
文
学
受
容
が
古
来
連
綿
と
行
わ
れ
て
き
た
の
は
、
周

知
の
事
実
で
あ
る
。
殊
に
古
典
小
説
の
分
野
に
つ
い
て
言
え
ば
、
大
き
く
二
つ

の
潮
流
が
存
在
し
た
。
一
つ
に
は
『
捜
神
記
』『
李
娃
傳
』
に
代
表
さ
れ
る
文
言

小
説
（
志
怪
小
説
や
伝
奇
小
説
）
の
受
容
が
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
が
『
三

國
志
通
俗
演
義
』・『
水
滸
傳
』・『
今
古
奇
觀
』
に
代
表
さ
れ
る
白
話
小
説
（
長

篇
白
話
小
説
や
短
篇
白
話
小
説
）
の
受
容
で
あ
る
。
小
論
で
は
、
こ
の
白
話
小

説
の
受
容
に
関
し
て
多
大
な
貢
献
を
見
せ
な
が
ら
も
、
今
ま
で
学
界
に
て
取
り

上
げ
ら
れ
る
事
の
な
か
っ
た
女
性
翻
訳
者
に
注
目
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

中
国
か
ら
日
本
へ
の
小
説
作
品
の
受
容
は
、
中
国
の
伝
統
的
な
文
章
語

―

文
言
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
中
国
で
は
唐
代
以
後
、
口
語
表
現
と

語
彙
を
母
体
と
し
た
白
話
文
が
生
成
発
達
し
、
明
代
に
は
白
話
文
を
用
い
た
小

説
が
陸
続
と
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
日
本
で
も
江
戸
時
代

に
は
白
話
小
説
が
輸
入
さ
れ
、
積
極
的
な
受
容
を
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
例
え
ば
明
治
・
大
正
時
代
か
ら
昭
和
二
五
（
一
九
五
〇
）
年
前
後
ま
で
の

期
間
に
於
い
て
は
、
そ
の
翻
訳
作
業
の
主
体

―
即
ち
白
話
小
説
の
訳
者
は
、

何
れ
も
支
那
愛
好
者
や
小
説
家
、
支
那
通
等
の
民
間
知
識
人
が
携
わ
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

な
ぜ
本
研
究
で
民
間
知
識
人
に
注
目
し
た
の
か
と
い
う
と
、
明
治
期
か
ら
終

戦
直
後
に
到
る
期
間
、
日
本
に
お
け
る
中
国
通
俗
文
学
の
受
容
に
、
と
あ
る
現

象
が
発
生
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
現
象
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
こ
の
時

期
に
大
学
の
専
門
家
の
殆
ど
が
白
話
小
説
の
翻
訳
を
た
め
ら
い
、
江
戸
時
代
か

ら
連
綿
と
続
け
ら
れ
て
い
た
白
話
小
説
の
受
容
が
停
頓
状
態
【
一
】
に
陥
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
幾
つ
か
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
中
国
文
学
研
究
に

お
け
る
白
話
小
説
の
地
位
の
低
さ
、
そ
れ
に
伴
う
研
究
環
境
の
冷
遇
、
そ
し
て

翻
訳
に
踏
み
切
る
だ
け
の
白
話
小
説
を
正
確
か
つ
精
緻
に
逐
語
訳
す
る
こ
と
が

で
き
る
だ
け
の
研
究
水
準
に
到
達
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
状
況
下
で
、
明
治
大
正
時
代
や
戦
前
の
受
容
を
支
え
た
の
は
誰
か
と
い

う
と
、
中
国
文
化
を
愛
好
す
る
在
野
の
知
識
人
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
独
自
の
学

識
で
白
話
小
説
の
翻
訳
を
発
表
、
現
在
の
日
本
で
こ
れ
ら
の
作
品
が
深
く
人
口

に
膾
炙
さ
れ
る
存
在
と
な
っ
た
の
は
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
由
来
す
る
研
究
成
果

で
は
な
く
、
実
は
支
那
愛
好
者
の
尽
力
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
筆
者
は
戦
前
期
の
支
那
愛
好
者
の
翻
訳
作
業
の
発
掘
作
業
を
進
め

て
い
る
【
二
】。
殊
に
、
中
国
通
俗
文
学
史
の
中
で
重
要
な
位
置
に
あ
る
短
篇
白
話

小
説
集
・「
三さ
ん

言げ
ん

」（『
古こ

今こ
ん

小し
よ
う

説せ
つ

』『
警け
い

世せ
い

通つ
う

言げ
ん

』『
醒せ
い

世せ
い

恒こ
う

言げ
ん

』）
所
収
篇
に
お

近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
『
三
言
』
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て

―
―
新
た
に
発
見
さ
れ
た
宇
佐
美
延
枝
「
花
精
」（1898

）
を
中
心
と
し
て
―
―

勝　

山　
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近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
『
三
言
』
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て

け
る
翻
訳
事
例
の
発
掘
作
業
を
試
み
て
い
る
。
そ
こ
で
小
論
で
は
、
筆
者
が
発

見
し
た
明
治
時
代
の
女
性
翻
訳
者
・
宇う
さ
み
の
ぶ
え

佐
美
延
枝
に
よ
る
短
篇
白
話
小
説
「
灌

園
叟
晚
逢
仙
女
」
の
翻
訳
「
花
精
」（
一
八
九
八
年
七
月
）
に
注
目
し
、
宇
佐
美

延
枝
が
取
り
組
ん
だ
受
容
活
動
の
一
端
を
考
察
し
、
先
行
研
究
の
欠
如
を
補
完

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
・
宇
佐
美
延
枝
「
花
精
」
に
つ
い
て

（
１
）
宇
佐
美
延
枝
「
花
精
」
発
見
に
到
る
ま
で
の
経
緯

宇
佐
美
延
枝
に
よ
る
翻
訳
「
花
精
」
は
、
二
〇
一
八
年
に
筆
者
が
発
見
し
た
。

そ
の
経
緯
で
あ
る
が
、
事
の
発
端
は
、
筆
者
が
二
〇
〇
五
年
に
長
野
県
上
田
市
立

図
書
館
で
発
見
し
た
菊
の
家
女
史
訳
『
李
謫
仙
・
蘇
小
妹
』
に
遡
る
。
筆
者
は
書

名
が
「
三
言
」
所
収
篇
の
篇
名
（『
警
世
通
言
』
巻
九
「
李
謫
仙
酔
草
嚇
蛮
書
」『
醒

世
恒
言
』
巻
一
一
「
蘇
小
妹
三
難
新
郎
」）
に
類
似
し
て
い
る
点
か
ら
資
料
調
査

を
行
っ
た
が
、
そ
の
結
果
、
奥
付
に
は
訳
者
兼
版
権
所
有
者
と
し
て
牛
込
区
東
五

軒
町
三
十
五
番
地
の
宇
佐
美
延
枝
の
名
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
本
書
の
副
題
が

『
小
説
抱ほ
う

甕お
う

文
庫
第
壹
編
』
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
終
戦
直
後
の
訳
者
・
辛
島
驍
に

よ
り
存
在
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
【
三
】『
抱
甕
文
庫
』
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

辛
島
は
『
抱
甕
文
庫
』
を
『
醒
世
恒
言
』
巻
一
一
の
翻
訳
で
訳
者
は
「
宇
佐

美
延
枝
子
」
と
し
た
が
、
該
書
は
「
三
言
」
所
収
篇
二
篇
（『
警
世
通
言
』
巻
九

「
李
謫
仙
酔
草
嚇
蛮
書
」『
醒
世
恒
言
』
巻
一
一
「
蘇
小
妹
三
難
新
郎
」）
の
翻
訳

で
、訳
者
は
「
宇
佐
美
延
枝
子
」
で
は
な
く
「
宇
佐
美
延
枝
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

注
目
す
べ
き
は
寧
ろ
筆
名
の
菊
の
屋
女
史
で
あ
る
。

一
八
九
八
年
五
月
二
三
日
『
読
売
新
聞
』
朝
刊
第
八
面
に
は
「
菊
廼
屋
女
史

訳　

近
刊
／
小
説
抱
甕
文
庫　

李
謫
仙
蘇
小
妹　

洋
装
美
本
定
価
金
廿
五
銭
郵

税
金
二
銭
」
と
近
刊
予
告
の
広
告
が
あ
り
、
そ
の
柱
の
下
で
「〔
略
〕
弊
院
幸
に

出
版
の
栄
を
得
爾
後
逐
篇
刊
行
し
て
之
を
紹
介
せ
ん
と
す
」
と
い
う
紹
介
文
が

確
認
さ
れ
る
。

奥
付
の
刊
行
年
月
日
を
手
が
か
り
に
官
報
掲
載
の
版
権
登
録
を
確
認
す
る
と
、

「
著
作
権
登
録
図
書
（
筆
者
註
・
明
治
）
三
十
一
年
六
月
二
十
三
日
登
録
」
に
は
、

書
名
と
「
小
説
抱
甕
文
庫　

李
謫
仙
蘇
小
妹　

著
作
及
版
権
所
有
者
東
京
市
宇

佐
美
延
枝
」
と
あ
り
【
四
】、
翻
訳
者
菊
廼
屋
女
史
若
し
く
は
菊
の
家
女
史
と
著
作

者
宇
佐
美
延
枝
は
、
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
の
上
で
二
〇
一
八
年
に
『
抱
甕
文
庫
』
に
つ
い
て
再
度
書
誌
情
報
を
精
査

し
た
と
こ
ろ
、『
抱
甕
文
庫
』
が
刊
行
さ
れ
た
翌
月
の
七
月
二
五
日
か
ら
二
九
日

に
か
け
て
「
菊
の
屋
4

4

女
史
」
な
る
筆
名
で
『
醒
世
恒
言
』
巻
四
「
灌
園
叟
晚
逢

仙
女
」
の
翻
訳
で
あ
る
「
花
精
」
が
『
讀
賣
新
聞
』
に
、
一
八
九
九
年
一
月
に

は
「
菊
の
家
女
史
」
名
義
で
「
女
秀
才
」
同
年
一
〇
月
に
「
唐
伯
虎
」
が
『
文

藝
倶
樂
部
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
発
見
し
、
翻
訳
状
況
の
検
証
の
結
果
、

両
訳
は
同
一
人
物
の
翻
訳
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、新
発
見
の
訳
業
の
中
か
ら
『
讀
賣
新
聞
』
連
載
の
「
花
精
」

に
つ
い
て
少
し
く
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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翻
訳
刊
行
の
経
緯
に
つ
い
て

二
〇
〇
五
年
の
『
李
謫
仙
・
蘇
小
妹
』
発
見
以
来
、
訳
者
自
身
や
翻
訳
の
経

緯
調
査
を
継
続
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
も
不
明
点
は
少
な
く
な
い
。
現
時
点

で
判
明
し
て
い
る
点
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

訳
者
に
つ
い
て
判
明
し
て
い
る
事
実
は
少
な
い
。
本
書
奥
付
に
あ
る
通
り
、

訳
者
兼
版
権
所
有
者
は
宇
佐
美
延
枝
で
あ
り
、
訳
者
の
住
所
は
東
京
市
牛
込

区
東
五
軒
町
三
五
番
地
と
あ
る
。
こ
の
住
所
は
日
本
に
亡
命
し
た
梁
啓
超
が

一
八
九
八
年
に
創
立
し
た
華
僑
学
校
・
東
京
高
等
大
同
学
校
【
五
】
の
所
在
地
と

番
地
ま
で
一
致
す
る
。
ま
た
翌
一
八
九
九
年
に
嘉
納
治
五
郎
が
創
設
し
た
私
塾
・

亦
楽
書
院
は
、
程
な
く
早
稲
田
に
近
い
牛
込
区
西
五
軒
町
三
四
番
地
に
弘
文
学

院
【
六
】
に
改
名
さ
れ
、
官
費
留
学
生
を
中
心
と
し
た
附
設
の
寄
宿
舎
も
東
京
高

等
大
同
学
校
の
近
隣
に
存
在
し
た
。
そ
の
た
め
訳
者
は
華
僑
学
校
の
関
係
者
で

あ
り
、
漢
語
を
母
語
と
す
る
中
国
人
留
学
生
に
も
近
し
い
と
も
思
わ
れ
る
が
、

確
証
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
宇
佐
美
延
枝
と
い
う
氏
名
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
類
似
す
る
氏

名
の
知
識
人
と
し
て
「
宇
佐
美
延
枝
子
」
な
る
女
性
が
、明
治
一
五
年
（
一
八
八
二

年
）
に
金
沢
女
子
師
範
学
校
の
教
員
と
し
て
在
籍
【
七
】
し
、
そ
の
後
東
京
女
子

師
範
学
校
（
現
・
お
茶
の
水
女
子
大
学
）
附
属
女
児
小
学
校
訓
導
に
明
治
一
六

年
か
ら
一
七
年
に
か
け
て
在
籍
【
八
】
し
て
い
た
事
実
を
確
認
し
た
が
、
状
況
証

拠
の
範
疇
に
と
ど
ま
り
、
小
論
に
お
け
る
宇
佐
美
延
枝
と
直
接
の
関
係
が
あ
る

の
か
は
、
現
時
点
で
は
未
詳
で
あ
る
。

ま
た
『
李
謫
仙
・
蘇
小
妹
』
の
出
版
社
「
哲
学
書
院
」
に
つ
い
て
も
、

二
〇
〇
五
年
当
時
は
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
井
上
圓
了
が
哲
学
書

の
出
版
を
目
的
と
し
て
一
八
九
七
年
年
一
月
に
本
郷
弓
町
一
丁
目
一
〇
番
地
に

て
設
立
し
た
出
版
社
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
。

哲
学
書
院
は
広
い
意
味

で
の
哲
学
諸
科
の
書
籍
の

専
門
出
版
と
し
て
設
立
さ

れ
、
哲
学
関
係
の
出
版
や
、

『
哲
学
会
雑
誌
』『
国
家
学

会
雑
誌
』
の
発
行
を
行
い
、

同
年
九
月
か
ら
本
郷
六
丁

目
の
帝
国
大
学
正
門
前
に

店
舗
を
新
設
し
た
。

そ
の
後
哲
学
書
院
は
、

創
設
者
井
上
圓
了
の
弟
・

井
上
圓
成
の
実
父
死
去

に
伴
う
帰
郷
に
伴
い
、

一
八
九
五
年
七
月
に
髙
頭

忠
造
に
経
営
権
が
譲
与
さ

れ
た
が
、
髙
頭
忠
造
も
病

気
の
た
め
一
九
〇
〇
年
に

は
閉
鎖
さ
れ
た
事
が
明
ら

か
に
な
っ
た
【
九
】。

な
お
『
李
謫
仙
・
蘇
小

妹
』
出
版
の
契
機
を
作
っ

た
哲
学
書
院
代
表
の
髙
頭

忠
造
の
経
歴
に
つ
い
て
は
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近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
『
三
言
』
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て

現
時
点
で
も
未
詳
で
あ
り
、
出
版
社
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
限
界
が
あ
る
。

た
だ
、「
三
言
」
所
収
篇
の
選
集
で
あ
る
『
今
古
奇
觀
』
の
翻
訳
を
刊
行
す
る

に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
宇
佐
美
に
よ
る
「
抱
甕
文
庫
自
序
」【
十
】
で
詳
し

く
知
る
こ
と
が
出
来
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
既
に
拙
稿
【
十
一
】
で
言
及
し
た
が
、
行
論
の
都
合
か
ら
そ

の
要
点
の
み
を
約
言
し
た
い
。

訳
者
で
あ
る
宇
佐
美
延
枝
は
、
東
京
郊
外
で
三
年
間
療
養
生
活
を
送
っ
て
い

た
。
そ
の
際
、
療
養
先
に
抱
甕
老
人
編
の
短
編
白
話
小
説
集
『
今
古
奇
觀
』
を

持
参
し
四
〇
篇
中
二
〇
篇
を
翻
訳
し
た
と
い
う
。
そ
の
折
、
哲
学
書
院
主
人
・

髙
頭
忠
造
が
宇
佐
見
の
見
舞
い
に
訪
れ
、『
今
古
奇
觀
』
の
翻
訳
が
話
題
と
な
っ

た
。
髙
頭
は
宇
佐
見
の
翻
訳
刊
行
を
力
説
し
、
公
刊
に
至
っ
た
と
あ
る
。
髙
頭

は
明
治
以
降
の
日
本
近
代
文
学
の
発
展
を
担
っ
た
西
洋
の
小
説
を
、
今
度
は
中

国
か
ら
求
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
当
時
の
学
界
の
事
情
に
精
通
し
て
い
な

い
書
肆
の
勧
め
が
、
結
果
的
に
翻
訳
出
版
を
促
し
た
こ
と
と
な
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
『
今
古
奇
觀
』
翻
訳
の
経
緯
で
あ
る
。「
今
古
奇
觀
と

な
ん
い
ふ
小
説
の
四
十
回
ば
か
り
あ
る
を
取
り
出
し
試
に
繙
き
て
讀
み
ぬ
。
件

の
一
書
は
大
方
諸
彦
の
皆
知
り
給
ふ
如
く
。
支
那
短
篇
小
説
の
中
い
と
も
著
名

な
る
も
の
に
て
。
呉
中
抱
甕
先
生
の
編
輯
せ
し
も
の
な
り
。
讀
み
も
て
ゆ
く
に

文
意
の
會
得
し
が
た
き
と
こ
ろ
あ
り
。
又
文
字
な
ど
脱
落
磨
滅
し
て
讀
み
得
ぬ

と
こ
ろ
も
多
か
り
け
る
が
。
文
作
る
一
助
と
も
思
ひ
て
惟
拾
ひ
〳
〵
に
二
十
回

ば
か
り
を
繙
譯
せ
り
」
と
あ
り
、
宇
佐
美
は
『
今
古
奇
觀
』
の
完
本
を
持
ち
、

全
四
〇
篇
の
う
ち
二
〇
篇
を
試
訳
を
完
了
し
た
と
あ
る
。
ま
た
宇
佐
美
は
続
け

て
「
名
を
も
抱
甕
文
庫
を
題
し
一
篇
よ
り
十
篇
ま
で
を
刊
行
す
る
こ
と
は
し
た

り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
哲
学
書
院
で
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
点
、
ま
た
翻
訳
の
続

刊
が
一
〇
編
ま
で
企
画
さ
れ
て
い
た
点
か
ら
も
、
二
〇
篇
翻
訳
の
可
能
性
は
低

く
は
な
い
。「
三
言
」
所
収
篇
の
訳
者
の
中
で
二
〇
篇
以
上
の
翻
訳
が
確
認
出
来

る
の
は
、
戦
前
期
の
支
那
愛
好
者
で
あ
る
井
上
紅
梅
（
一
八
八
一
〜
一
九
四
九
）

ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
短
篇
白
話
小
説
受
容
史
の
観
点
か
ら
は
、
宇
佐

美
の
存
在
は
看
過
で
き
な
い
こ
と
が
理
解
出
来
よ
う
。

な
お
『
抱
甕
文
庫
』
の
続
篇
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
現
時
点
の
調
査
で
は
第
弐

篇
の
刊
行
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
第
壹
篇
の
み
の
刊
行
に
と
ど
ま
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、「
抱
甕
文
庫
自
序
」
に
あ
る
続
刊
と
し
て
準
備
さ
れ
て
い
た

少
な
く
と
も
八
篇
の
翻
訳
が
存
在
し
た
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
一
篇
が
『
李
謫
仙
・

蘇
小
妹
』
刊
行
翌
月
の
『
讀
賣
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
推
論
で
き
る
。

以
下
、
宇
佐
美
延
枝
に
よ
る
『
李
謫
仙
・
蘇
小
妹
』
及
び
「
花
仙
」
の
翻
訳
、

彼
女
の
創
作
小
説
「
不
幸
の
幸
」
掲
載
の
経
緯
を
時
系
列
順
に
ま
と
め
る
と
、

左
記
の
通
り
で
あ
る
。

一
八
九
八
年
四
月 

 

菊
の
家
女
史
『
李
謫
仙
・
蘇
小
妹
』

序
文
脱
稿

一
八
九
八
年
五
月
二
三
日 

 

哲
学
書
院
近
刊
広
告
掲
載

 
 

 

（『
讀
賣
新
聞
』）

一
八
九
八
年
六
月
一
五
日 

 

菊
の
家
女
史
『
李
謫
仙
・
蘇
小
妹
』

発
行

一
八
九
八
年
六
月
二
三
日 

 

宇
佐
美
延
枝
『
李
謫
仙
・
蘇
小
妹
』

著
作
権
登
録

一
八
九
八
年
七
月
二
五
〜
二
八
日 

 

菊
の
家
女
史
「
花
仙
」
連
載

 
 

 

（『
讀
賣
新
聞
』）

一
八
九
八
年
一
〇
月 

 

菊
の
家
女
史
「
不
幸
の
幸
」
掲
載

 
 

 

（『
大
日
本
婦
人
教
育
會
雜
誌
』）
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一
八
九
九
年
一
月 

 

菊
の
家
女
史
「
女
秀
才
」
掲
載

 
 

 

（『
文
藝
倶
樂
部
』）

一
八
九
九
年
一
〇
月 

 

菊
の
家
女
史
「
唐
伯
虎
」
掲
載

 
 

 

（『
文
藝
倶
樂
部
』）

そ
れ
で
は
宇
佐
美
の
翻
訳
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
次
節
で
分
析

を
試
み
た
い
。

二
・
宇
佐
美
延
枝
「
花
精
」
の
翻
訳
状
況
に
つ
い
て

『
讀
賣
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
宇
佐
美
の
「
花
精
」
は
、『
醒
世
恒
言
』
巻
四
・

『
今
古
奇
觀
』巻
八
所
収「
灌
園
叟
晚
逢
仙
女
」で
あ
る
。『
今
古
奇
觀
』は「
三
言
」

の
選
集
で
あ
り
、
宇
佐
美
が
『
醒
世
恒
言
』
若
し
く
は
『
今
古
奇
觀
』
何
れ
か

の
翻
訳
で
あ
る
の
か
判
断
が
必
要
で
あ
る
が
、
宇
佐
美
が
翻
訳
を
発
表
し
た
当

時
（
一
八
九
八
年
）
で
は
、鹽
谷
温
・
長
澤
規
矩
也
・
辛
島
驍
の
三
氏
に
よ
る
「
三

言
」
の
発
見
（『
改
造
』
第
八
巻
第
八
号
「
明
代
の
通
俗
短
篇
小
説
」
一
九
二
六

年
七
月
）
の
以
前
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、宇
佐
美
に
よ
る
自
序
の
中
で
も
「
書

筺
の
底
な
ど
か
い
採
り
。
古
本
雜
誌
類
の
中
よ
り
。
今
古
奇
觀

4

4

4

4

と
な
ん
い
ふ
小

説
の
四
十
回
ば
か
り
あ
る
を
取
り
出
し
試
に
繙
き
て
讀
み
ぬ
。」
と
あ
る
の
で
、

白
話
小
説
の
受
容
史
の
上
か
ら
、
こ
こ
で
は
『
今
古
奇
觀
』
の
翻
訳
と
し
て
扱

う
こ
と
と
し
た
い
。

宇
佐
美
の
翻
訳
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。『
今
古
奇
觀
』
巻
八
「
灌

園
叟
晚
逢
仙
女
」
の
「
入
話
（
導
入
部
分
）」
の
一
部
を
掲
げ
る
。
唐
代
の
崔
玄

微
は
神
仙
の
道
を
好
み
、
花
好
き
で
仕
官
も
せ
ず
広
い
庭
の
中
に
花
草
竹
木
を

植
え
、
そ
の
中
で
暮
ら
し
て
い
た
。
あ
る
春
の
月
の
清
ら
か
な
夜
に
そ
の
庭
に

美
女
た
ち
が
現
れ
て
、
玄
微
を
招
待
し
て
宴
会
を
開
い
た
。
女
た
ち
は
い
ず
れ

も
花
や
木
の
精
で
あ
っ
た
。
そ
の
夜
、
女
た
ち
は
風
神
の
機
嫌
を
損
ね
た
が
、

翌
日
玄
微
が
強
風
か
ら
花
を
守
っ
た
の
で
、
そ
の
女
た
ち
は
お
礼
に
延
年
長
生

の
花
び
ら
を
贈
っ
た
。
そ
れ
を
服
用
し
た
玄
微
は
い
つ
ま
で
も
三
〇
歳
の
容
貌

と
な
っ
た
。
原
文
で
は
、

　

青
衣
稱
謝
、
原
從
舊
路
轉
去
。
不
一
時
、
引
一
隊
女
子
、
分
花
約
柳
而
來
、

與
玄
微
一
一
相
見
。
玄
微
就
月
下
仔
細
看
時
、
一
個
個
姿
容
媚
麗
、
體
態

輕
盈
、
或
濃
或
淡
、
汝
束
不
一
。
①
隨
從
女
郎
、
盡
皆
妖
艷
、
②
正
不
知

從
那
裏
來
的
。
③
相
見
畢
、
玄
微
邀
進
室
中
、
分
賓
主
坐
下
、
開
言
道
、「
④

請
問
諸
位
女
娘
姓
氏
。
今
訪
何
姻
戚
、
乃
得
光
降
敝
園
。」
一
衣
綠
裳
者
答

道
、「
妾
乃
楊
氏
。」
指
一
穿
白
的
道
、「
此
位
李
氏
。」
又
指
一
衣
絳
服
的
道
、

「
此
位
陶
氏
。」
遂
逐
一
指
示
。
最
後
到
一
緋
衣
小
女
、
乃
道
、「
此
位
姓
石
、

名
阿
措
。
我
等
雖
則
異
姓
、
俱
是
同
行
姊
妹
。
因
封
家
十
八
姨
、
數
日
雲

欲
來
相
看
、
不
見
其
至
。
今
夕
月
色
其
佳
、
故
與
姊
妹
們
同
往
候
之
。
二

來
素
蒙
處
愛
重
、
妾
等
順
便
相
謝
。」
⑤
玄
微
方
待
酬
答
、
青
衣
報
道
、「
封

家
姨
至
。」
眾
皆
驚
喜
出
迎
。
玄
微
閃
過
半
邊
觀
看
。

　

眾
女
子
相
見
畢
、
說
道
、「
⑥
正
要
來
看
十
八
姨
。
爲
主
人
留
坐
、
不
意

姨
至
、
足
見
同
心
。」
各
向
前
致
禮
。
十
八
姨
道
、「
⑦
屢
欲
來
看
卿
等
、

俱
爲
使
命
所
阻
、
今
乘
間
至
此
。」
眾
女
道
、「
如
此
良
夜
、
請
姨
寛
坐
、

當
以
一
尊
爲
壽
。」
遂
授
旨
青
衣
去
取
。
十
八
姨
問
道
、「
此
地
可
坐
否
。」

楊
氏
道
、「
主
人
甚
賢
、
地
極
清
雅
。」
十
八
姨
道
、「
主
人
安
在
。」
玄
微

趨
出
相
見
。
舉
目
看
十
八
姨
、
體
態
飄
逸
、
言
詞
泠
泠
、
有
林
下
風
氣
。

近
其
傍
、
不
覺
寒
氣
侵
肌
、
毛
骨
竦
然
。

　

遜
入
堂
中
、
侍
女
將
桌
椅
已
是
安
排
停
當
。
請
十
八
姨
居
於
上
席
、
眾



（6）71

近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
『
三
言
』
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て

文
挨
次
而
坐
、
玄
微
末
位
相
陪
。

　

不
一
時
、
眾
青
衣
取
到
酒
餚
、
擺
設
上
來
。
佳
餚
異
菓
、
羅
列
滿
案
。

酒
味
醇
醲
、
其
甘
如
飴
、
俱
非
人
世
所
有
。
此
時
月
色
倍
明
、
室
中
照
耀

如
同
白
日
。
滿
座
芳
香
、馥
馥
襲
人
。
賓
主
酬
酢
、杯
觥
交
雜
。
酒
至
半
酣
、

一
紅
裳
女
子
滿
斟
大
觥
、
送
與
十
八
姨
道
、「
兒
有
一
歌
、
請
爲
歌
之
。」

（
青
衣
の
女
は
礼
を
い
っ
て
、
も
と
き
た
道
を
も
ど
っ
て
い
っ
た
が
、
し
ば
ら
く
す

る
と
一
群
の
女
を
ひ
き
つ
れ
、
花
を
分
け
柳
の
枝
を
は
ら
い
の
け
な
が
ら
や
っ
て
き

て
、
一
人
一
人
玄
微
に
ひ
き
あ
わ
せ
た
。
玄
微
は
月
光
の
下
で
仔
細
に
眺
め
た
が
、

ど
の
女
も
み
な
容
姿
は
艶え

ん

に
美
し
く
、
も
の
ご
し
も
軽
や
か
で
、
あ
る
い
は
濃
く
あ

る
い
は
淡
く
、
衣
裳
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
①
つ
き
そ
い
の
女
た
ち
も
み
な
艶つ

や

っ
ぽ

く
、
②
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
ま
る
で
見
当
も
つ
か
な
い
。

　

③
挨
拶
が
す
む
と
、
玄
微
は
部
屋
の
中
へ
迎
え
い
れ
て
、
主
客
そ
れ
ぞ
れ
の
席
に

つ
い
た
。
そ
こ
で
玄
微
は
た
ず
ね
た
。

「
④
あ
な
た
方
の
お
名
前
は
。
こ
れ
か
ら
ど
こ
の
ご
親
戚
を
お
訪
ね
で
、
こ
の
庭
に

お
立
ち
よ
り
く
だ
さ
っ
た
の
で
。」

　

す
る
と
、
緑
の
衣
裳
を
着
た
女
が
、「
わ
た
く
し
は
楊よ

う

と
申
し
ま
す
」
と
答
え
、

白
衣
の
女
を
指
さ
し
て
「
こ
の
女
は
李
さ
ん
」
ま
た
絳あ

か

い
衣
裳
の
女
を
指
さ
し
て
、

「
こ
の
人
は
陶と

う

さ
ん
」
と
、
一
人
一
人
指
さ
し
て
教
え
、
最
後
に
緋ひ

色
の
衣
裳
の
少

女
ま
で
き
て
、
こ
う
い
っ
た
。「
こ
の
人
は
姓
を
石
、
名
は
阿あ

措そ

と
い
い
ま
す
。
わ

た
く
し
た
ち
は
姓
は
ち
が
い
ま
す
が
、
み
ん
な
同
じ
一
族
の
姉
妹
な
の
で
す
。
封ふ

う

家

の
十
八
番
目
の
お
ば
が
先
日
来
、
会
い
た
い
と
い
い
な
が
ら
ま
だ
ま
い
り
ま
せ
ん
の

で
、
今
夜
は
月
が
い
い
の
を
さ
い
わ
い
、
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
訪
ね
て
い
く
と
こ

ろ
な
の
で
す
。
そ
れ
に
ま
た
、
平
素
あ
な
た
に
可
愛
が
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
わ
た
く
し
た
ち
、
つ
い
で
に
お
礼
に
ま
い
り
ま
し
た
の
。」

　

⑤
玄
微
が
答
え
よ
う
と
し
た
と
き
、
侍
女
が
、「
封ふ

う

お
ば
あ
さ
ま
が
見
え
ま
し
た
」

と
知
ら
せ
た
。
み
ん
な
は
大
喜
び
で
出
迎
え
た
。
玄
微
は
傍
ら
に
身
を
避
け
て
見
て

い
た
。

　

女
た
ち
は
挨
拶
が
す
む
と
、「
⑥
こ
れ
か
ら
お
ば
さ
ま
を
お
訪
ね
す
る
と
こ
ろ
で

し
た
の
。
ご
主
人
に
ひ
き
と
め
ら
れ
て
い
た
ら
、
お
ば
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
な
ん

て
、
心
が
同
じ
し
る
し
で
す
わ
」

　

と
い
い
、
そ
れ
ぞ
れ
進
み
出
て
礼
を
し
た
。
十
八
番
目
の
お
ば
が
、「
⑦
い
つ
も

あ
な
た
方
に
会
い
た
い
と
思
い
な
が
ら
、
お
役
目
の
た
め
に
は
た
せ
な
く
て
ね
。
今

夜
は
暇
が
あ
っ
た
の
で
出
か
け
て
き
た
と
こ
ろ
な
の
」
と
い
う
と
、
女
た
ち
は
「
こ

ん
な
に
い
い
晩
で
す
も
の
、
ご
ゆ
っ
く
り
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。
ご
長
命
を
祝
っ
て

お
酒
を
さ
し
あ
げ
ま
す
か
ら
」
と
侍
女
に
い
い
つ
け
て
取
り
に
や
っ
た
。

「
こ
こ
で
大
丈
夫
な
の
。」
と
十
八
番
目
の
お
ば
さ
ん
が
き
く
と
、
楊
氏
が
、「
ご
主

人
は
い
い
お
方
で
す
し
、
と
て
も
清
ら
か
な
と
こ
ろ
で
す
。」「
ご
主
人
は
ど
こ
に
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
。」）

こ
の
箇
所
を
宇
佐
美
は
こ
の
よ
う
に
翻
訳
し
て
い
る
。

　

小
し
よ
う

女じ
よ

は
謝し
や

辞じ

を
述の

べ
つ
つ
、
原も

と
來き

し
路み
ち

よ
り
回か
え

り
去さ

り
し
が
、
程ほ
ど

な

く
又ま
た

一い
つ

隊た
い

の
女を
な

子ご

を
案あ
ん

内な
い

し
て
、
各お
の

々お
の

花は
な

を
分わ

け
柳や
な
ぎ
を
約や
く

し
て
入い

り
來き
た

り
、

一い
ち

々い
ち

玄げ
ん

微び

に
引ひ
き

合あ

は
し
め
ぬ
、
玄げ
ん

微び

は
月つ
き

の
光ひ
か
り
に
透す
か

し
て
仔し

細さ
い

に
こ
れ
を

看み

れ
ば
、
孰い
ず

れ
も
皆み
な

姿し

容よ
う

媚び

麗れ
い

に
し
て
體て
い

態た
い

輕け
い

盈け
い

、
或あ
る
ひ
は
濃の
う

に
或あ
る
ひ
は
淡た
ん

に

し
て
其そ

の
裝さ
う

束ぞ
く

各お
の

々お
の

一い
つ

な
ら
で
、
①
甲か
ふ

は
甲か
ふ

の
妖よ
う

豔え
ん

あ
り
、
乙お
つ

は
乙お
つ

の
妖よ
う

豔え
ん

あ
り
て
、
其そ
の

縹へ
う

致ち

も
亦ま
た

相あ
ひ

異こ
と
なれ

り
、
②
（
Ａ
）
い
か
に
世よ

に
類た
ぐ
ひ

な
き
美び

女じ
よ

子し

等ら

の
一ひ
と

群む
れ

、
日ひ

來ご
ろ

年と
し

來ご
ろ

愛め
で

に
愛あ
で

つ
る
我わ

が
苑え
ん

中ち
ゆ
うの

花は
な

よ
り
も
愛あ
い

ら
し

く
、
看み

れ
ば
看み

る
程ほ
ど

の
風ふ

情ぜ
い

彌や

ま
さ
れ
ど
も
、
原そ
も

是こ

れ
何い
づ

れ
の
處と
こ
ろ
よ
り
か

來き
た

り
け
ん
、（
Ｂ
）
其そ
の

來ら
い

歴れ
き

素す

性じ
よ
うも
い
と
怪あ
や

し
く
思お
も

ひ
け
れ
ば
、
飽あ
く

ま
で
も
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問と
い

ひ
糺た
だ

さ
ば
や
と
③
初し
よ

對た
い

面め
ん

の
挨あ
い

拶さ
つ

畢お
は

る
や
直す
ぐ

樣さ
ま

、
先せ
ん

々せ
ん

こ
れ
に
と
て
邀む
か

へ
て
室し
つ

中ち
ゆ
うに
入は
い

ら
し
め
ぬ
、
賓ひ
ん

主し
ゆ

の
坐ざ

も
已す
で

に
定さ
だ
む
り
て
け
れ
ば
、
玄げ
ん

微び

は

口く
ち

を
開ひ
ら

き
て
云い

ひ
け
ら
く
、

　

玄
「
④
今よ

宵ひ

は
よ
う
こ
そ
敝へ
い

園え
ん

に
光
く
わ
う

臨り
ん

し
給た
ま

ひ
ぬ
、
貴き

孃ぢ
や
う

方が
た

皆み
な

々み
な

の
御お

姓み
や

氏う
じ

は
何な
ん

を
仰お
ほ

せ
ら
る
る
に
や
、
一い
ち

々い
ち

洩も
ら

し
聞き
こ

え
て
よ
、
又ま
た

今こ

宵よ
ひ

は
何い
づ

れ

か
の
御ご

姻ひ
ん

戚せ
き

を
訪た
づ

ね
ら
れ
ん
と
の
事こ
と

、
其そ

は
何い
づ

れ
の
御お

宅た
く

な
る
や
、
左さ

こ

そ
聞き
か

ま
ほ
し
け
れ
」

　

こ
の
一ひ
と

群む
れ

の
中な
か

に
一ひ
と

人り

の
綠
り
や
く

衣い

し
た
る
女お
な

子ご

あ
り
、
進す
す

み
出い

て
答こ
た

へ
て

又ま
た

云い

ひ
け
ら
く
、

　

綠
、「
妾わ
ら
は

は
楊や
う

氏し

に
て
こ
そ
あ
れ
、
又ま
た

こ
れ
な
る
白は
く

衣い

と
穿う
が

て
る
は
、
こ

は
是こ
れ

れ
李り

氏し

に
て
在お
は

し
、
又ま
た

こ
れ
な
る
絳か
う

衣い

を
着き

た
る
は
、
こ
は
是こ
れ

れ
陶た
う

氏し

に
て
在お
は

す
な
り
」

と
斯か

く
逐ち
く

一い
ち

指さ
し

示し
め

し
、
最さ
い

後ご

に
一ひ
と

人り

の
緋ひ

衣い

し
た
る
小せ
う

女じ
よ

に
到い
た

り
て
頓や
が

て

又ま
た

云い

ひ
け
ら
く
、

　

綠
、「
こ
の
一ひ
と

人り

は
石せ
き

氏し

に
て
阿あ

措そ

な
ん
呼よ

ぶ
な
り
、
妾
わ
ら
は

等ら

は
異い

姓せ
い

の
も

の
に
し
あ
れ
ど
も
、
俱と
も

に
是こ

れ
一い
ち

行ぎ
や
うの

姉し

妹ま
ひ

に
て
ぞ
侍は
べ

る
、
先さ
き

つ
頃こ
ろ

よ
り

封ふ
う

家か

の
十
八
姨い

よ
り
早い

晩つ

か
來き
た

り
訪と

ふ
べ
し
と
申
も
を
し

越こ
し

も
あ
り
つ
れ
ど
、
今い
ま

尚な
ほ

其そ
の

事こ
と

な
し
、
今こ

宵よ
ひ

は
月げ
つ

色し
よ
くの
い
と
面お
も

白し
ろ

氣げ

な
る
が
ま
ま
、
打う
ち

揃そ
ろ

ふ
て
こ

な
た
よ
り
姨い

の
許も
と

を
訪た
ず

ね
ん
と
思お
も

ひ
立た
お

し
折お
り

柄か
ら

こ
れ
を
よ
き
序つ
ひ
で
に
、
平へ
い

日じ
つ

い
と
も
あ
り
が
た
き
恩お
ん

愛あ
い

眷け
ん

顧こ

を
垂た

れ
さ
せ
給た
ま

ふ
處し
よ

子し

の
處と
こ
ろ

に
も
立た

寄よ

り

て
聊い
さ
さ

か
謝し
や

意い

と
も
陳の

べ
ん
と
な
り
、
處し
よ

子し

よ
妾
め
か
け

等ら

は
素も
と

よ
り
怪あ
や

し
き
も
の

に
あ
ら
ぞ
、
疑
う
た
が
ひな

き
給た
ま

ひ
ぞ
」

　

⑤
玄げ
ん

微び

は
不ふ

思し

議ぎ

の
念ね
ん

更さ
ら

に
霽は

れ
や
ら
ぞ
、
い
か
に
又ま
た

こ
れ
と
問と

ひ
試
こ
こ
ろ

み
ば
や
と
少す
こ

し
く
躊た
め
ら躇
ふ
折お
り

し
も
、
那か
の

青せ
い

衣い

し
た
る
小せ
う

女ぢ
よ

と
慌あ
わ

忙た
だ

し
く
走は
し

り
入い

り
て
報ほ
う

じ
て
云い

ふ
樣や
う

、
封ふ
う

家か

の
十
八
姨い

今い
ま

こ
ろ
に
来ら
い

臨り
ん

せ
ら
れ
ぬ
と
、

皆み
な

の
女お
ん
な子

ら
は
一い
ち

同ど
う

坐ざ

い
起た

ち
、
且か

つ
驚お
ど
ろ

き
、
且か

つ
喜よ
ろ
こ

び
、
急い
そ

ぎ
出い
で

て
こ

れ
を
迎む
か

へ
て
内う
ち

に
請し
よ
う
じ
入い

り
ぬ
、　

⑥
こ
の
時と
き

玄げ
ん

微び

は
翻ひ
ら
り然
と
身み

を
か
は
せ

て
傍か
た

邊へ

に
隱か
く

れ
、
隙す
き

間ま

よ
り
こ
れ
等ら

眾し
う

女じ
ょ

子し

は
何な
に

と
か
爲な

を
ら
ん
と
瞳ひ
と
み
を

凝こ
ら

し
て
を
窺う
か
がひ
居い

た
り
け
る
に
、

　　

他か
れ
ら們

は
一い
ち

同ど
う

先ま
ず

つ
相そ
う

見け
ん

の
詞こ
と
ば

を
述の

べ
畢を
は

り
て
、
更さ
ら

に
其そ
の

中な
か

の
一ひ
と

人り

の

女お
ん
な子

進す
す

み
出い
で

て
云い

ひ
け
ら
く
、

　

⑥
女
「
今い
ま

し
も
妾
わ
ら
は

等ら

一い
つ

同ど
う

貴
姨
と
訪た
ず
ね問
奉た
て
ま
つら
ん
と
て
出い
で

來き
た

り
て
侍は
べ

る
、

意お
も

は
ざ
り
き
、
貴
姨
の
こ
こ
に
御ご

光こ
わ
う

臨り
ん

あ
ら
せ
給た
ま

は
ん
と
は
、
こ
は
是こ

れ

双さ
う

方ほ
う

こ
こ
ろ
同お
な

じ
く
、
情じ
よ
う

の
一い
つ

な
る
を
見み

る
に
足た

る
べ
き
こ
と
な
ら
ぞ
や
、

誠ま
こ
とに

こ
よ
の
ふ
嬉う
れ

し
く
思お
も

ひ
侍は
べ

る
」

と
云い

ひ
つ
つ
、
皆み
な

々み
な

一い
ち

同ど
う

十
八
姨い

に
向む
か
つ
て
恭
う
や
う
やし
く
一
禮れ
い

を
致い
た

せ
し
か
ば

十
八
姨い

は
眾し
う

女じ
よ

子し

を
一い
ち

睨げ
い

し
て
、
さ
も
横わ
う

柄へ
い

な
る
面お
も

色い
ろ

に
て
云い

ひ
け
ら
く
、

　

⑦
姨
「
我わ

が
身み

は
毎ま
い

々ま
い

卿お
ん
み

等ら

と
訪た
ず

問ね

ば
や
と
思お
も

ひ
つ
れ
ど
も
、
種し
ゆ

々じ
ゆ

の

故こ

障し
よ
うあ

り
て
得と

果は
た

さ
ざ
り
き
、
今こ

宵よ
ひ

し
も
間か
ん

に
乘じ
よ
う

じ
て
來き

ぬ
る
こ
と
を
得え

た
る
は
、
又ま
た

我わ

が
身み

に
取と

り
て
も
歡
く
わ
ん

喜き

の
限か
ぎ

り
を
こ
そ
云い

ふ
べ
け
れ
」

眾し
う

女じ
よ

子し

は
云い

ひ
け
ら
く
、

　

眾し
う

「
こ
の
頃ご
ろ

珍め
ず
らし
き
こ
の
良
り
よ
う

夜や

、
打う
ち

寛く
つ
ろぎ
て
座ざ

し
給た
ま

は
れ
、
こ
こ
ろ
ば

か
り
の
饗
き
や
う

應お
う

に
、
只た
だ

一い
ち

尊み
こ
とを
捧さ
さ

げ
て
、
貴き

姨い

が
壽
こ
と
ぶ
きを
祝い
わ

ひ
奉た
て
まら
ま
ほ
し
」

　

其そ
の

時と
き

許あ
ま

多た

の
青せ
い

衣い

し
た
る
小せ
う

女じ
よ

は
、
夫そ
れ

々ぞ
れ

其そ
の

意い

を
領り
よ
う

し
、
酒し
ゆ

餚か
う

を
取と

り

來き
た

ら
ん
と
て
出い

で
去さ

り
ぬ
、
十
八
姨い

は
元
ぐ
わ
ん

來ら
い

酒さ
け

を
嗜た
し

む
性さ
が

な
れ
ば
、
一
尊そ
ん

と
聞き
き

き
て
こ
こ
ろ
嬉う
れ

し
く
や
あ
り
け
ん
、
面め
ん

上じ
よ
うに

笑え
み

を
湛た
た

へ
て
点う
な

頭ず
き

つ
つ
、

推
辭
ま
ん
色い
ろ

を
か
く
ぞ
見み

え
け
る
が
、
忽た
ち
ま
ち
問と
ひ

を
起お

こ
し
て
云い

ひ
け
ら
し

く
、

　

姨い

「
こ
こ
は
何な
ん

人ひ
と

の
住す
ま

居い

じ
ゃ
知し

ら
ね
ど
も
緩ゆ
る

く
坐ざ

し
居お
ら

ん
も
苦く
る

し
う
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収
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容
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つ
い
て

は
侍は
べ
らら
ぞ
や
」

那そ
の

綠り
よ
く

衣い

し
た
る
楊や
う

氏し

は
突つ

き
進す
す

み
出い
で

て
答こ
た
へて
云い
ひ

け
ら
く
、

　

楊や
う

「
こ
の
家や

の
主あ
る
じ人
は
い
と
賢か
し
こ
き
處し
よ

士し

に
て
、
地お

も
亦ま
た

極き
わ

め
て
清せ
い

雅が

幽ゆ
う

邃そ
い

な
れ
ば
、
今こ

宵よ
い

は
暫し
ば
ら

く
借か
り

受う

け
て
、
酒し
ゆ

宴え
ん

の
席せ
き

に
充あ

て
ん
も
何な
に

か
仔し

細さ
い

の
侍は
べ

る
べ
き
、
こ
こ
ろ
な
置つ
か

せ
給た
ま

ひ
ぞ
」

　

十
八
姨い

は
云い

ひ
け
ら
く
、

　

姨い

「
然し
か

ら
ば
主あ
る
じ人

は
何い
づ

れ
に
在お
あ

し
侍は
べ

る
ぞ
」

ま
ず
傍
線
部
①
「
隨
從
女
郎
、
盡
皆
妖
豔
、
正
不
知
從
那
裏
來
的
。」
に
つ
い

て
で
あ
る
。「
隨
從
（suí cóng

）」
は
「
付
き
従
う
」
若
し
く
は
「
従
者
」
の
意

味
で
あ
る
か
ら
「
従
者
の
女
郎
」
で
あ
る
。「
盡
皆
（jìn jiē

）」
は
後
に
二
音
節

語
を
導
き
、「
み
な
・
悉
く
・
す
べ
て
」
を
意
味
す
る
副
詞
で
あ
る
か
ら
、
訳
文

は
「
女
郎
達
は
皆
妖
艶
だ
が
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
さ
っ
ぱ
り
判
ら
な
い
（
＝

正
不
知
）」
の
意
味
と
な
る
。
そ
の
箇
所
を
宇
佐
美
は
「
甲か
ふ

は
甲か
ふ

の
妖よ
う

豔え
ん

あ
り
、

乙お
つ

は
乙お
つ

の
妖よ
う

豔え
ん

あ
り
て
、
其そ
の

縹へ
う

致ち

も
亦ま
た

相あ
ひ

異こ
と
なれ

り
、
い
か
に
世よ

に
類た
ぐ
ひ

な
き
美び

女じ
よ

子し

等ら

の
一ひ
と

群む
れ

、
日ひ

來ご
ろ

年と
し

來ご
ろ

愛め
で

に
愛あ
で

つ
る
我わ

が
苑え
ん

中ち
ゆ
うの

花は
な

よ
り
も
愛あ
い

ら
し
く
、
看み

れ
ば
看み

る
程ほ
ど

の
風ふ

情ぜ
い

彌や

ま
さ
れ
ど
も
、
原そ
も

是こ

れ
何い
づ

れ
の
處と
こ
ろ

よ
り
か
來き
た

り
け
ん
、

其そ
の

來ら
い

歴れ
き

素す

性じ
よ
うも
い
と
怪あ
や

し
く
思お
も

ひ
け
れ
ば
、
飽あ
く

ま
で
も
問と
い

ひ
糺た
だ

さ
ば
や
と
」
と

し
て
い
る
。
主
語
の
「
隨
從
女
郎
（
従
者
の
女
郎
）」
は
訳
出
し
て
い
な
い
が
、

翻
訳
に
困
難
な
語
句
で
は
な
く
、
恐
ら
く
前
後
の
文
脈
か
ら
把
握
可
能
と
し
て
、

文
意
を
明
確
化
す
る
た
め
に
省
略
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
盡
皆
」
の
「
皆
」
を

「
甲か
ふ

は
甲か
ふ

の
…
…
乙お
つ

は
乙お
つ

の
…
…
其そ
の

縹へ
う

致ち

も
亦ま
た

相あ
ひ

異こ
と
なれ

り
」
と
し
た
の
は
、
や
や

大
仰
な
表
現
で
あ
る
が
、
原
義
の
範
疇
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
訳
文
の
中
に
は
大
幅
に
加
筆
潤
色
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
散
見
さ
れ
る
。

例
え
ば
傍
線
部
②
は
「
正
不
知
從
那
裏
來
的
」
つ
ま
り
「（
美
女
達
が
）
ど
こ
か

ら
来
た
の
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
一
文
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
箇
所

を
宇
佐
美
は
、「（
Ａ
）
い
か
に
世よ

に
類た
ぐ
ひ
な
き
美び

女じ
よ

子し

等ら

の
一ひ
と

群む
れ

、
日ひ

來ご
ろ

年と
し

來ご
ろ

愛め
で

に
愛あ
で

つ
る
我わ

が
苑え
ん

中ち
ゆ
うの
花は
な

よ
り
も
愛あ
い

ら
し
く
、
看み

れ
ば
看み

る
程ほ
ど

の
風ふ

情ぜ
い

彌や

ま
さ

れ
ど
も
、（
Ｂ
）
原そ
も

是こ

れ
何い
づ

れ
の
處と
こ
ろ

よ
り
か
來き
た

り
け
ん
、（
Ｃ
）
其そ
の

來ら
い

歴れ
き

素す

性じ
よ
うも

い
と
怪あ
や

し
く
思お
も

ひ
け
れ
ば
、
飽あ
く

ま
で
も
問と

ひ
糺た
だ

さ
ば
や
と
」
と
記
述
し
て
い
る
。

こ
れ
は
二
重
傍
線
部
（
Ｂ
）
が
原
文
の
翻
訳
で
あ
り
、そ
の
前
後
の
傍
線
部
（
Ａ
）

と
（
Ｃ
）
は
、
原
文
に
準
拠
し
た
修
飾
句
で
構
成
さ
れ
た
文
節
で
あ
る
こ
と
が

理
解
出
来
よ
う
。
す
な
わ
ち
傍
線
部
（
Ａ
）
は
、
日
頃
愛
で
て
い
た
花
よ
り
も

美
し
い
世
に
類
い
な
い
美
少
女
の
一
群
は
、と
「
一
隊
女
子
（
美
少
女
の
一
群
）」

に
関
す
る
連
体
修
飾
語
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
傍
線
部
（
Ｃ
）
は
、

傍
線
部
（
Ｂ
）「
正
不
知
從
那
裏
來
的
」
と
ほ
ぼ
同
義
で
構
成
さ
れ
、「（
Ｂ
）
ど

こ
か
ら
来
た
の
か
さ
っ
ぱ
り
判
ら
な
い
（
Ｃ
）
そ
の
素
性
も
来
歴
も
見
当
が
つ

か
な
い
の
で
、
尋
ね
な
け
れ
ば
と
」
の
よ
う
に
、
原
義
を
敷
衍
し
た
内
容
を
繰

り
返
し
述
べ
て
い
る
こ
と
が
理
解
出
来
よ
う
。

次
の
傍
線
部
③
「
相
見
畢
、玄
微
邀
進
室
中
、分
賓
主
坐
下
、開
言
道
」
は
、（
玄

微
と
少
女
達
は
）
挨
拶
が
す
む
と
、
彼
は
（
少
女
達
を
）
部
屋
の
中
へ
迎
え
入

れ
て
、
主
客
そ
れ
ぞ
れ
の
席
に
つ
い
た
。
そ
こ
で
玄
微
は
口
を
開
い
て
た
ず
ね

た
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
宇
佐
美
は
「
初
対
面
の
挨あ
い

拶さ
つ

畢お
は

る
や
直す
ぐ

樣さ
ま

、
先せ
ん

々せ
ん

こ
れ
に
と
て
邀む
か

へ
て
室し
つ

中ち
ゆ
うに
入は
い

ら
し
め
ぬ
、
賓ひ
ん

主し
ゆ

の
坐ざ

も
已す
で

に
定さ
だ
む
り
て
け
れ
ば
、

玄げ
ん

微び

は
口く
ち

を
開ひ
ら

き
て
云い

ひ
け
ら
く
」と
訳
し
て
い
る
。「
相
見（xiāng jiàn

）」は
、

「
面
会
す
る
・
顔
を
合
わ
せ
る
・
出
会
う
」
の
意
味
で
、
白
話
語
彙
で
は
「
挨
拶

を
す
る
」
と
解
釈
す
る
。
そ
の
た
め
こ
こ
で
は
前
後
の
文
脈
か
ら
「（
玄
微
と
少

女
達
は
）挨
拶
を
し
終
え
て
」で
あ
ろ
う
。
そ
し
て「
邀
進
室
中
」の「
邀（yāo

）」

は
、「
招
く
・
誘
う
」
の
意
味
で
あ
り
、
何
を
誘
っ
た
の
か
と
言
え
ば
「
進
室
中

（
室
内
に
入
る
こ
と
）」
で
あ
る
。
そ
し
て
「
分
賓
主
坐
下
」
で
あ
る
が
「
賓
主
」
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は
賓
客
と
主
人
で
あ
り
、
主
客
が
分
か
れ
て
席
に
つ
い
た
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

宇
佐
美
も
こ
の
箇
所
を
「
賓ひ
ん

主し
ゆ

の
坐ざ

も
已す
で

に
定さ
だ
む
り
て
け
れ
ば
」
と
訳
し
て
お
り
、

傍
線
部
③
に
お
け
る
宇
佐
美
訳
は
忠
実
な
逐
語
的
で
あ
る
と
言
え
る
。

ま
た
傍
線
部
④
「
請
問
諸
位
女
娘
姓
氏
。
今
訪
何
姻
戚
、
乃
得
光
降
敝
園
」

で
あ
る
が
、
原
文
中
の
「
乃
」
は
、「
そ
こ
で
」「
や
っ
と
」
の
意
味
で
あ
り
、「
敝

園
（bì yuán

）」
は
謙
譲
語
で
一
人
称
の
卑
語
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
あ
な
た

方
の
お
名
前
は
何
で
、
ど
こ
の
親
戚
を
お
訪
ね
に
な
り
、
そ
れ
で
弊
園
に
お
立

ち
よ
り
頂
く
機
会
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
か
」
と
、ま
ず
来
訪
し
た
人
々

の
姓
名
を
尋
ね
、
庭
園
を
訪
れ
た
結
果
が
、
ど
こ
の
親
戚
訪
問
に
よ
る
も
の
か

と
い
う
原
因

―
当
初
の
目
的
が
親
戚
宅
訪
問
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
結
果

的
に
玄
微
の
庭
園
へ
偶
然
訪
れ
た
原
因

―
と
な
っ
た
と
い
う
文
脈
に
沿
っ
て

玄
微
は
少
女
達
に
尋
ね
て
い
る
。
そ
れ
が
該
当
箇
所
の
要
点
で
あ
り
、
極
め
て

複
雑
な
一
文
で
あ
る
が
、
そ
こ
を
宇
佐
美
は
「
今こ

宵よ
ひ

は
よ
う
こ
そ
敝へ
い

園え
ん

に
光
く
わ
う

臨り
ん

し
給た
ま

ひ
ぬ
、（
Ｄ
）
貴き

孃ぢ
や
う

方が
た

皆み
な

々み
な

の
御お

姓み
や

氏う
じ

は
何な
ん

を
仰お
ほ

せ
ら
る
る
に
や
、
一い
ち

々い
ち

洩も
ら

し
聞き
こ

え
、
又ま
た

今こ

宵よ
ひ

は
何い
づ

れ
か
の
御ご

姻ひ
ん

戚せ
き

を
訪た
づ

ね
ら
れ
ん
と
の
事こ
と

、
其そ

は
何い
づ

れ

の
御お

宅た
く

な
る
や
、
左さ

こ
そ
聞き
か

ま
ほ
し
け
れ
」
と
訳
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
文

頭
に
傍
線
部
（
Ｄ
）
で
「
貴き

孃ぢ
や
う

方が
た

皆み
な

々み
な

の
御お

姓み
や

氏う
じ

は
何な
ん

を
仰お
ほ

せ
ら
る
る
に
や
」

文
の
前
後
を
入
れ
替
え
て
は
い
る
が
、
極
め
て
的
確
に
翻
訳
し
て
お
り
、
訳
者

の
翻
訳
能
力
の
高
さ
を
感
じ
る
。

そ
し
て
傍
線
部
⑤
「
玄
微
方
待
酬
答
、
青
衣
報
導
、『
封
家
姨
至
。』
眾
皆
驚

喜
出
迎
」
で
あ
る
が
、「
方
（fāng

）」
は
「
ち
ょ
う
ど
・
ま
さ
に
・
や
っ
と
」、「
待

（dài

）」
は
古
代
白
話
語
彙
で
「
〜
し
よ
う
と
す
る
」「
〜
す
る
つ
も
り
で
あ
る
」

と
い
う
特
殊
表
現
で
あ
り
、「
玄
微
方
待
酬
答
」
は
「
玄
微
が
ま
さ
に
答
え
よ
う

と
し
た
と
き
」
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
を
宇
佐
美
は
「
玄げ
ん

微び

は
不ふ

思し

議ぎ

の

念ね
ん

更さ
ら

に
霽は

れ
や
ら
ぞ
、
い
か
に
又ま
た

こ
れ
と
問と

ひ
試こ
こ
ろ
み
ば
や
と
少す
こ

し
く
躊た
め
ら躇
ふ
折お
り

し
も
」
と
、
玄
微
の
疑
念
が
晴
れ
な
い
ま
ま
、
ど
の
よ
う
に
質
問
す
れ
ば
良
い

の
だ
ろ
う
か
と
躊
躇
っ
て
い
た
が
そ
の
折
し
も
、
と
あ
る
よ
う
に
「
方
（fāng

）」

は
「
折
し
も
」
と
翻
訳
し
て
い
る
が
、「
待
（dài

）」
は
対
応
で
き
て
い
な
い
。

そ
の
後
の
「
青
衣
報
導
『
封
家
姨
至
。』
眾
皆
驚
喜
出
迎
」
は
、
特
に
難
し
い

こ
と
は
な
く
、「
侍
女
が
『
封
お
ば
あ
さ
ま
が
見
え
ま
し
た
』
と
知
ら
せ
、
み
ん

な
は
大
喜
び
で
出
迎
え
た
」
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
で
あ
る
が
、
宇
佐
美

は
「
那か
の

青せ
い

衣い

し
た
る
小せ
う

女ぢ
よ

と
慌あ
わ

忙た
だ

し
く
走は
し

り
入い

り
て
報ほ
う

じ
て
云い

ふ
樣や
う

、
封ふ
う

家か

の

十
八
姨い

今い
ま

こ
ろ
に
来ら
い

臨り
ん

せ
ら
れ
ぬ
と
、
皆み
な

の
女お
ん
な子
等ら

は
一い
ち

同ど
う

坐ざ

い
起た

ち
、
且か

つ

驚お
ど
ろき
、
且か

つ
喜よ
ろ
こ
び
、
急い
そ

ぎ
出い
で

て
こ
れ
を
迎む
か

へ
て
内う
ち

に
請し
よ
う
じ
入い

り
ぬ
」
と
正
確
に

翻
訳
し
て
い
る
。

傍
線
部
⑥
「
正
要
來
看
十
八
姨
、
爲
主
人
留
坐
、
不
意
姨
至
、
足
見
同
心
」

と
い
う
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
が
、
こ
こ
の
発
話
者
は
「
眾
女
子
」
で
あ
る
。
そ
の

上
で
「
正
要
（zhèng yào

）」
は
「
ち
ょ
う
ど
〜
し
た
い
と
こ
ろ
」「
ち
ょ
う
ど

〜
し
て
い
る
と
こ
ろ
」
の
連
語
表
現
で
あ
る
か
ら
「
正
要
來
看
十
八
姨
」
は
、（
少

女
達
が
）「
ち
ょ
う
ど

4

4

4

4

十
八
姨（
の
自
宅
）を
訪
問
に
行
こ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

4

4

4

4

4

4

4

」

で
あ
る
。「
爲
主
人
留
坐
、不
意
姨
至
、足
見
同
心
」の「
留
坐（líu zùo

）」は「（
客

な
ど
を
）
と
ど
め
る
」
と
い
う
白
話
動
詞
で
あ
り
、「
爲
主
人
」
の
「
爲
（w

èi

）」

は
目
的
や
原
因
を
表
す
「
〜
の
た
め
（
に
）」
で
あ
り
、「
主
人
に
引
き
止
め
ら

れ
た
と
こ
ろ
へ
、
思
い
が
け
ず
お
ば
4

4

が
来
た
（
不
意
姨
至
）」
と
な
る
。

最
後
の
「
足
見
同
心
」
の
「
足
見
（zǔ jiàn

）」
は
「（
〜
に
よ
っ
て
）
〜
と

い
う
こ
と
が
判
っ
た
」
と
い
う
動
詞
で
あ
り
、
ま
と
め
る
と
「
ち
ょ
う
ど
（
＝

正
要
）
こ
れ
か
ら
十
八
姨
（
の
自
宅
）
を
訪
れ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

主
人
に
引
き
止
め
（
＝
留
坐
）
ら
れ
た
と
こ
ろ
へ
、
思
い
が
け
ず
お
ば
4

4

が
来
た

な
ん
て
、
心
が
同
じ
し
る
し
で
す
」
と
い
う
意
味
と
な
ろ
う
。

そ
の
箇
所
を
宇
佐
美
は
「
今い
ま

し
も
（
＝
正
要
）
妾
わ
ら
は

等ら

一い
つ

同ど
う

貴
姨
と
訪た
ず
ね問
奉た
て
ま
つら
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近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
『
三
言
』
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て

ん
と
て
出い
で

來き
た

り
て
侍は
べ

る
、
意お
も

は
ざ
り
き
、
貴
姨
の
こ
こ
に
御ご

光こ
わ
う

臨り
ん

あ
ら
せ
給た
ま

は

ん
と
は
、
こ
は
是こ

れ
双さ
う

方ほ
う

こ
こ
ろ
同お
な

じ
く
、
情じ
よ
う
の
一い
つ

な
る
を
見み

る
に
足た

る
べ
き

こ
と
な
ら
ぞ
や
、
誠ま
こ
と
に
こ
よ
の
ふ
嬉う
れ

し
く
思お
も

ひ
侍は
べ

る
」
と
、「
正
要
」
を
含
め
て

ほ
ぼ
正
確
に
翻
訳
し
て
い
る
が
、
白
話
独
特
の
語
彙
「
爲
主
人
留
坐
4

4

」
を
省
略

し
て
い
る
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

最
後
の
傍
線
部
⑦
「
屢
欲
來
看
卿
等
、
俱
爲
使
命
所
阻
、
今
乘
間
至
此
」
は
、

十
八
姨
の
発
言
で
文
言
を
基
本
と
し
た
表
現
で
あ
る
。「
屢
欲
來
看
卿
等
」の「
屢

（l ǚ

）」
は
、「
し
ば
し
ば
・
た
び
た
び
」
で
「
來
看
卿
等
（
あ
な
た
方
に
お
目
に

掛
か
る
）」
を
「
欲
」
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、「
た
び
た
び
あ
な
た
方
に
お

目
に
掛
か
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
し
て
「
俱
爲
使

命
所
阻
」
の
「
俱
（j ǜ

）」
は
、（「
十
八
姨
」
と
「
眾
女
子
」）
と
が
「
す
べ
て
・

み
な
・
と
も
に
」
で
、
使
命
（
他
用
）
の
た
め
に
「
所
阻
（sǔo zǔ

）」
＝
阻
害

さ
れ
る
所
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、「
今
乘
間
至
此
」
の
「
乘
間(chéng jiān)

」

は
書
面
語
で
「
付
け
入
る
・
付
け
込
む
・
相
手
が
う
っ
か
り
し
て
い
る
時
に
乗

じ
る
」、「
至
此
（zhì cǐ

）」
は
「
こ
こ
で
・
今
に
な
っ
て
・
今
更
」
の
意
味
で

あ
る
。
そ
の
た
め
「
今
乘
間
至
此
」
は
、「
今
よ
う
や
く
暇
を
盗
ん
で
」
と
い
う

内
容
で
あ
ろ
う
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、「
た
び
た
び
（
＝
屢
）
あ
な
た
方
に
お

目
に
掛
か
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、他
用
の
た
め
に
果
た
せ
ま
せ
ん（
＝
所
阻
）

で
し
た
。
そ
こ
で
今
よ
う
や
く
暇
を
盗
ん
で
（
＝
今
乘
間
至
此
）
こ
こ
に
参
上

し
ま
し
た
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

そ
の
箇
所
を
宇
佐
美
は
「
我わ

が
身み

は
毎ま
い

々ま
い

（
＝
屢
）
卿
お
ん
み

等ら

と
訪た
ず

問ね

ば
や
と
思お
も

ひ
つ
れ
ど
も
、
種し
ゆ

々じ
ゆ

の
故こ

障し
よ
うあ

り
て
得と

果は
た

さ
ざ
り
き
（
＝
所
阻
）、
今こ

宵よ
ひ

し
も
間か
ん

に
乘じ
よ
う

じ
て
（
＝
今
乘
間
至
此
）
來き

る
こ
と
を
得え

た
る
は
、
又ま
た

我わ

が
身み

に
取と

り
て

も
歡
く
わ
ん

喜き

の
限か
ぎ

り
を
こ
そ
云い

ふ
べ
け
れ
」
と
あ
り
、「
屢
欲
來
看
卿
等
、
俱
爲
使
命

所
阻
、
今
乘
間
至
此
」
と
あ
る
文
言
表
現
を
「
我わ

が
身み

は
毎ま
い

々ま
い

卿お
ん
み

等ら

と
訪た
ず

問ね

ば

や
と
思お
も

ひ
つ
れ
ど
も
、
種し
ゆ

々じ
ゆ

の
故こ

障し
よ
うあ
り
て
得と

果は
た

さ
ざ
り
き
、
今こ

宵よ
ひ

し
も
間か
ん

に

乘じ
よ
うじ
て
來き

る
こ
と
を
得え

た
る
」
と
ほ
ぼ
完
璧
に
翻
訳
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ

に
関
わ
ら
ず
「
又ま
た

我わ

が
身み

に
取と

り
て
も
歡
く
わ
ん

喜き

の
限か
ぎ

り
を
こ
そ
云い

ふ
べ
け
れ
」
は
、

原
文
に
は
全
く
な
い
加
筆
が
あ
る
。

以
上
が
宇
佐
美
に
よ
る
『
讀
賣
新
聞
』
紙
上
に
お
け
る
連
載
で
あ
る
が
、
翻

訳
や
日
刊
紙
上
で
連
載
さ
れ
た
場
合
に
は
、
各
種
の
制
約
が
あ
る
。
例
え
ば
日

刊
紙
の
場
合
に
は
、
専
著
や
専
門
誌
に
比
べ
て
紙
面
ス
ペ
ー
ス
上
の
制
約
が
あ

り
、
文
字
数
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
読
者
層
が
専
門
的
な
予
備
知
識

に
乏
し
い
一
般
人
士
が
対
象
で
あ
る
た
め
、
専
門
的
用
語
の
使
用
は
難
し
い
ほ

か
、
語
釈
の
付
与
や
脚
注
の
設
定
、
そ
し
て
詳
細
な
説
明
も
加
筆
す
る
こ
と
が

難
し
い
。
そ
の
た
め
、殊
に
翻
訳
が
日
刊
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、（
日

刊
紙
以
外
に
掲
載
さ
れ
た
）
翻
訳
と
は
異
な
る
特
定
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
、
そ
の
点
を
考
慮
し
て
翻
訳
状
況
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

か
か
る
事
情
か
ら
、
次
章
で
は
、
宇
佐
美
「
花
精
」
と
同
じ
く
日
刊
紙
『
日

刊
支
那
事
情
』
に
掲
載
さ
れ
た
『
今
古
奇
観
』
巻
三
四
「
女
秀
才
移
花
接
木
」

の
翻
訳
「
移
花
接
木
」
を
比
較
対
象
と
し
て
、
日
刊
紙
掲
載
翻
訳
と
い
う
視
点

か
ら
宇
佐
美
の
翻
訳
の
傾
向
と
特
徴
を
分
析
し
た
い
。

三
・
日
刊
紙
掲
載
翻
訳
文
の
分
析

（
１
）
比
較
対
象
と
な
る『
日
刊
支
那
事
情
』所
載
翻
訳
文
の
傾
向

『
日
刊
支
那
事
情
』
は
、
日
刊
支
那
事
情
社
が
東
京
で
刊
行
し
た
日
刊
紙
で
あ

る
。『
日
刊
支
那
事
情
』
と
い
う
名
の
通
り
、中
国
の
現
地
最
新
情
報
を
邦
字
（
日
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本
語
）
で
報
道
紹
介
す
る
日
刊
紙
で
、
そ
の
発
行
元
で
あ
る
日
刊
支
那
事
情
社

の
所
在
地
は
、
上
海
日
日
新
聞
社
東
京
支
社
と
同
一
で
あ
る
。
ま
た
、
記
事
も

『
上
海
日
日
新
聞
』
か
ら
配
信
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
日
刊
支
那
事
情
社

と
上
海
日
日
新
聞
社
の
社
主
【
十
二
】
が
宮
地
貫
道
で
一
致
【
十
三
】
す
る
こ
と
か
ら
、

上
海
在
留
邦
人
向
け
の
現
地
邦
字
新
聞
で
あ
る
『
上
海
日
日
新
聞
』
の
内
容
を

東
京
に
配
信
し
て
い
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

そ
し
て
『
今
古
奇
觀
』
巻
三
四
の
訳
者
で
あ
る
井
上
紅
梅
は
、
一
九
一
五
年

秋
に
上
海
日
日
新
聞
社
に
入
社
【
十
四
】
し
、『
上
海
日
日
新
聞
』
紙
上
で
魯
迅
小

説
の
「
社
戯
」「
風
波
」「
在
酒
楼
上
」
の
翻
訳
を
発
表
し
た
と
言
及
【
十
五
】
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
紅
梅
が
『
上
海
日
日
新
聞
』
の
姉
妹
紙
で
あ
る
『
日
刊
支
那

事
情
』
で
も
文
芸
欄
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
井
上
紅
梅
は
「
三
言
」
所

収
篇
に
関
し
て
多
く
の
翻
訳
を
行
い
、
専
著
『
今
古
奇
観
』【
十
六
】
の
ほ
か
、
東

洋
協
会
大
学
の
学
術
誌
『
東
洋
』【
十
七
】
に
掲
載
し
て
い
る
が
、彼
は
日
刊
紙
『
日

刊
支
那
事
情
』
に
も
六
篇
の
「
三
言
」
所
収
篇
の
翻
訳
を
連
載
【
十
八
】
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
『
日
刊
支
那
事
情
』
に
お
け
る
紅
梅
の
翻
訳
状
況
に
つ
い
て
、
そ
の

概
要
を
一
九
二
六
年
五
月
二
七
日
〜
七
月
二
日
連
載
の
「
移
花
接
木
」
の
翻
訳

か
ら
紹
介
し
た
い
。

な
お
、
引
用
箇
所
の
傍
線
の
う
ち
、
実
線
は
、
原
文
が
あ
り
な
が
ら
も
紅
梅

が
翻
訳
し
な
か
っ
た
箇
所
で
あ
り
、
点
線
は
紅
梅
が
原
文
の
内
容
を
要
約
し
て

翻
訳
し
た
箇
所
で
あ
る
。
な
お
二
重
線
は
特
に
翻
訳
状
況
を
知
る
こ
と
が
出
来

る
箇
所
を
示
し
て
い
る
。

明
朝
洪
武
年
間
の
こ
と
。
広
東
広
州
府
の
田
孟も
う

沂ぎ

は
、
父
の
田
百
禄
が
教
官

に
赴
任
す
る
の
に
従
っ
て
成
都
を
訪
れ
、
張
氏
の
家
庭
教
師
に
迎
え
ら
れ
た
。

そ
し
て
二
月
一
二
日
の
花
朝
の
日
に
孟
沂
が
帰
宅
す
る
途
中
、
桃
林
で
一
人
の

美
人
に
出
会
っ
た
場
面
で
あ
る
。

　

到
了
二
月
花
朝
日
、
①
孟
沂
要
歸
省
父
母
。
主
人
送
他
節
儀
二
兩
、
孟

沂
藏
在
袖
子
里
了
、
步
行
囘
去
。
偶
然
一
個
去
處
、
望
見
桃
花
盛
開
、
②

一
路
走
去
看
、
境
甚
幽
僻
。
孟
沂
心
裡
喜
歡
、
佇
立
少
頃
、
觀
玩
景
緻
、

忽
見
桃
林
中
一
個
美
人
掩
映
花
下
。
孟
沂
曉
得
是
良
人
家
、
不
敢
顧
盼
、

徑
自
走
過
。
③
未
免
帶
些
賣
俏
身
子
、
拖
下
袖
來
、
袖
中
之
銀
、
不
覺
落
地
。

美
人
看
見
、
便
叫
隨
侍
的
丫
環
拾
將
起
來
、
送
還
孟
沂
。
孟
沂
笑
受
、
致

謝
而
別
。

　

明
日
、
孟
沂
有
意
打
那
邊
經
過
、
只
見
美
人
與
丫
環
仍
立
在
門
首
。
孟

沂
望
着
門
前
走
去
、
丫
環
指
道
、「
昨
日
遺
金
的
郎
君
來
了
。」
美
人
略
略

斂
身
避
入
門
內
。
④
孟
沂
見
了
丫
環
敘
述
道
、「
昨
日
多
蒙
娘
子
美
情
、
拾

還
遺
金
、
今
日
特
來
造
謝
。」

（
二
月
、
花
朝
の
日
、
①
孟
沂
は
両
親
を
訪
ね
る
こ
と
に
し
た
。
主
人
が
節
季
の
祝

儀
を
二
両
く
れ
た
の
で
、
袖
に
し
ま
っ
て
帰
途
に
つ
い
た
が
、
途
中
、
桃
の
花
が
咲

き
乱
れ
て
い
る
の
が
遥
か
に
見
え
た
の
で
、
②
近
づ
い
て
行
っ
て
み
る
と
、
い
か
に

も
閑
静
な
と
こ
ろ
。
嬉
し
く
な
り
、
し
ば
ら
く
足
を
止
め
て
眺
め
て
い
る
う
ち
、
林

の
奥
の
花
か
げ
に
美
し
い
人
が
立
っ
て
い
る
の
に
気
が
つ
い
た
。
し
か
る
べ
き
家
の

婦
人
だ
と
見
え
た
の
で
、
ま
じ
ま
じ
見
る
の
は
失
礼
と
行
き
す
ぎ
よ
う
と
し
た
が
、

③
つ
い
し
な
を
つ
く
っ
て
袖
を
ゆ
す
っ
て
歩
い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
し
ま
っ
て
あ
っ

た
銀
を
ポ
ト
リ
と
落
と
し
た
。
そ
れ
を
見
た
美
人
が
、
か
た
わ
ら
の
小
間
使
に
命
じ

て
拾
わ
せ
、
彼
に
返
し
て
く
れ
た
の
で
、
彼
は
に
っ
こ
り
し
て
受
け
取
り
、
礼
を
言
っ

て
別
れ
た
。

　

あ
く
る
日
、
孟
沂
が
わ
ざ
わ
ざ
回
り
道
し
て
そ
こ
へ
行
っ
て
み
る
と
、
ま
た
そ
の

美
し
い
人
が
小
間
使
を
連
れ
て
門
の
前
に
立
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
彼
が
近
づ
い

て
行
く
と
、
小
間
使
が
、

　
「
昨
日
、
お
金
を
落
と
し
た
殿
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
わ
」
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日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
『
三
言
』
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て

と
指
さ
し
た
の
で
、
美
人
は
軽
く
会
釈
し
て
中
に
は
い
っ
て
し
ま
っ
た
。
④
彼
が
小

間
使
に
、

「
昨
日
は
奥
さ
ま
の
ご
好
意
で
金
を
拾
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
今
日
は
お
礼
に
う

か
が
い
ま
し
た
」
と
い
っ
た
。）

と
あ
る
と
こ
ろ
を
、
紅
梅
は
次
の
通
り
翻
訳
し
て
い
る
。

　

丁て
う

度ど

時じ

節せ
つ

は
舊き
う

歷れ
き

の
二
月ぐ
わ
つの
こ
と
だ
、
途と

中ち
う

に
一
處
の
桃も
も

林ば
や
しが
あ
つ
て

見み

渡わ
た

す
限か
ぎ

り
の
花は
な

盛さ
か

り
②
然し
か

も
四
境け
う

幽ゆ
う

僻へ
き

、
孟ま
う

沂
は
覺お
ぼ

え
ず
佇
立
し
て
此こ
の

佳け
し

景き

を
觀
玩
し
て
居い

る
と
こ
の
桃も
も

林ば
や
しの

中な
か

に
一ひ
と

个り

の
美び

人じ
ん

が
居い

て
花は
な

下し
た

に

掩え
ん

映え
い

し
て
見み

へ
る
、
孟ま
う

沂
は
定さ
だ

め
て
良れ
う

家け

の
婦ふ

人じ
ん

で
あ
ら
う
と
思お
も

ふ
か
ら

敢あ
へ

て
顧
盼
も
せ
ず
其そ
の

儘ま
ま

通と
ほ

り
過す

ぎ
た
が
③
未
免
帶
些
賣
俏
身
子
、
幾い
く

分ぶ
ん

氣き

取ど

つ
た
と
見み

へ
て
、
袖そ
で

か
ら
銀
を
落お

と
し
た
、
美び

人じ
ん

は
之
れ
を
見み

る
と
直す

ぐ
に
隨
待
の
女じ
よ

中ち
う

に
拾ひ
ろ

は
せ
孟ま
う

沂
を
追お

ひ
か
け
て
渡わ
た

さ
せ
た
、
孟ま
う

沂
は
笑わ
ら

つ
て
之こ
れ

を
收を
さ

め
謝し
や

辭じ

を
述の

べ
て
別わ
か

れ
た
が
、
翌よ
く

日じ
つ

の
歸か
へ

り
途み
ち

に
は
再ふ
た
た

び
彼か

の
美び

人じ
ん

に
出で

遇あ

ひ
は
し
ま
い
か
と
賴た
の

め
ぬ
こ
と
を
心
こ
こ
ろ

賴た
の

み
に
し
な
が
ら
桃も
も

林ば
や
しの

中な
か

を
通と
ほ

り
拔ぬ

け
る
と
果は
た

し
て
美び

人じ
ん

は
女じ
よ

中ち
う

と
二ふ
た

人り

で
或あ

る
家い
へ

の
門も
ん

前ぜ
ん

に
佇
ん
で
居い

た
が
、
孟ま
う

沂
が
來く

る
の
を
見み

て
女じ
よ

中ち
う

は
指ゆ
び

さ
し
、『
昨き
の
ふ日
お
金か
ね

を
遺お
と

し
た
郞か

君た

が
來こ

ら
れ
ま
し
た
』

と
告つ

げ
る
と
、
美び

人じ
ん

は
何な
に

か
女じ
よ

中ち
う

に
囁さ
さ
やい
て
門も
ん

の
内う
ち

へ
這は

入い

つ
た
。

こ
の
よ
う
に
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
五
月
二
七
日
付
「
移
花
接
木
（
一
）」（『
今

古
奇
觀
』
巻
三
四
「
女
秀
才
移
花
接
木
」）
の
紅
梅
訳
で
は
、
傍
線
部
①
に
あ
る

孟
沂
が
両
親
を
訪
ね
帰
宅
す
る
場
面
で
あ
る
点
、
主
人
が
節
季
の
祝
儀
と
し
て

（
銀
）
二
両
を
も
ら
っ
た
点
、
そ
の
銀
を
袖
に
し
ま
っ
て
い
た
点
が
省
略
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
段
落
最
後
の
傍
線
部
④
に
あ
る
、
孟
沂
が
小
間
使
い
に
向
け
た
発

言
で
あ
る
「
昨
日
は
奥
さ
ま
の
ご
好
意
で
金
を
拾
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
今

日
は
お
礼
に
う
か
が
い
ま
し
た
」
も
、
前
後
の
文
脈
か
ら
容
易
に
判
断
で
き
る
。

こ
れ
ら
は
、
物
語
が
展
開
す
る
段
階
で
読
者
に
理
解
出
来
る
内
容
で
あ
る
か
ら

削
除
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
傍
線
部
②
「
一
路
走
去
看
、
境
甚
幽
僻
。
孟
沂

心
裡
喜
歡
、
佇
立
少
頃
、
觀
玩
景
緻
（
近
づ
い
て
行
っ
て
み
る
と
、
い
か
に
も

閑
静
な
と
こ
ろ
。嬉
し
く
な
り
、し
ば
ら
く
足
を
止
め
て
眺
め
て
い
る
う
ち
）」も
、

桃
林
の
情
景
や
孟
沂
の
挙
動
の
説
明
と
し
て
冗
長
な
表
現
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
「
然
も
四
境
幽
僻
、
孟
沂
は
覺
え
ず
佇
立
し
て
此
佳
景
を
觀
玩

し
て
居
る
と
」と
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
傍
線
部
③「
未
免
帶
些
賣
俏
身
子
」

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
難
解
で
あ
る
。「
未
免
（w

èi m
iǎn

）」
は
、「
①
〜
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
（
相
手
に
対
し
て
同
意
し
か
ね
る
こ
と
を
表
す
が
語
気
は
柔
ら

か
い
）、
②
〜
は
免
れ
な
い
」
と
い
う
副
詞
で
、「
賣
俏
（m

ài qiào

）」
は
「
し

な
を
つ
く
る
・
な
ま
め
か
し
い
姿
態
で
誘
惑
す
る
」と
い
う
動
詞
で
あ
る
。
た
だ
、

「
し
な
（
科
）
を
作
る
」
と
い
う
の
は
「
こ
び
を
含
ん
だ
・
色
っ
ぽ
い
動
作
・
様

子
」
で
あ
り
多
く
女
性
が
行
う
。
た
だ
、
こ
こ
で
の
主
語
は
男
性
の
孟
沂
で
あ

る
。
そ
の
た
め
直
訳
す
る
と
「（
そ
の
ま
ま
通
り
過
ぎ
よ
う
と
し
た
が
）
孟
沂
は

彼
女
を
誘
惑
す
る
よ
う
な
身
振
り
を
仕
掛
け
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
ず
」
と
な
ろ

う
。
こ
こ
で
紅
梅
は
「
未
免
帶
些
賣
俏
身
子
、
幾
分
氣
取
つ
た
と
見
へ
て
」
と

訳
し
て
い
る
。原
文
を
そ
の
ま
ま
記
述
し
て
い
る
が「
幾
分
氣
取
つ
た
と
見
へ
て
」

に
該
当
す
る
原
文
が
な
い
（
原
文
に
は
「
拖
下
袖
來
（
袖
を
ゆ
す
っ
て
）」
と
な
っ

て
し
ま
う
）
た
め
、「
未
免
帶
些
賣
俏
身
子
＝
幾
分
氣
取
つ
た
と
見
へ
て
」
の
意

味
と
も
考
え
ら
れ
る
。「
賣
俏
」
と
い
う
異
性
を
誘
惑
す
る
身
振
り
を
日
本
語
に

翻
訳
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
や
や
曖
昧
に
「
気
取
っ
た
」

と
表
現
し
て
い
る
。
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以
上
、『
日
刊
支
那
事
情
』
所
載
「
薄
情
郎
」「
移
花
接
木
」
か
ら
紅
梅
の
翻

訳
状
況
を
ま
と
め
る
と
、
①
基
本
的
に
は
原
文
に
忠
実
な
逐
語
的
な
翻
訳
を
試

み
て
い
る
、
②
難
解
な
箇
所
は
原
文
を
そ
の
ま
ま
記
載
す
る
と
い
う
傾
向
が
認

め
ら
れ
る
、
以
上
の
二
点
が
紅
梅
に
よ
る
「
三
言
」
所
収
篇
翻
訳
の
特
徴
で
あ

る
が
、
殊
に
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
③
日
刊
紙
の
連
載
と
い
う
字
数
的

制
約
の
た
め
原
文
に
挿
入
さ
れ
た
詩
詞
を
省
略
し
、
重
複
や
冗
長
な
記
述
を
割

愛
し
た
り
、
簡
略
化
し
た
り
し
て
文
字
数
を
節
減
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
と

い
う
点
で
あ
る
。
③
に
あ
る
削
減
や
省
略
は
、
他
の
媒
体
（
専
著
・
学
会
誌
）

に
は
見
ら
れ
ず
、
日
刊
紙
独
自
の
傾
向
で
あ
る
。
そ
の
た
め
訳
者
で
あ
る
紅
梅

が
日
刊
紙
連
載
を
前
提
と
し
た
配
慮
と
考
え
て
相
違
な
い
。

（
２
）『
讀
賣
新
聞
』
所
載
翻
訳
文
の
傾
向

井
上
紅
梅
は
日
刊
紙
『
日
刊
支
那
事
情
』
に
翻
訳
文
を
掲
載
す
る
に
際
し
、（
日

刊
紙
以
外
に
掲
載
さ
れ
た
訳
文
に
比
べ
て
）
原
文
に
あ
る
冗
長
部
分
を
省
略
・

簡
略
化
し
て
い
た
。
こ
れ
は
翻
訳
を
行
う
際
に
、
一
般
読
者
に
対
し
て
の
配
慮

と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
宇
佐
美
の
訳
文
は
ど
う
か
。
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、
井
上

紅
梅
訳
の
傾
向
と
異
な
り
、
原
文
に
な
い
訳
者
の
加
筆

4

4

4

4

4

が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ

る
。そ

れ
で
は
『
讀
賣
新
聞
』
所
載
の
宇
佐
美
延
枝
に
よ
る
「
灌
園
叟
晚
逢
仙
女
」

の
翻
訳
の
中
で
、
宇
佐
美
の
翻
訳
で
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
傾
向
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
事
例
を
あ
げ
な
が
ら
分
析
を
試
み
た
い
。

宇
佐
美
延
枝
「
花
仙
」
に
あ
る
訳
文
を
見
る
と
、「
灌
園
叟
晚
逢
仙
女
」
で
は

文
語
的
表
現
や
口
語
的
表
現
が
混
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
原
文
を
訳
者
は
的
確

に
翻
訳
し
て
い
る
。
一
部
難
解
語
彙
の
対
応
に
苦
慮
し
て
る
場
面
が
認
め
ら
れ

翻
訳
を
し
な
い
箇
所
も
見
ら
れ
る
が
、
難
解
箇
所
の
翻
訳
回
避
は
少
な
く
、
原

文
の
翻
訳
を
省
略
し
て
い
る
箇
所
は
、
文
脈
的
に
不
要
と
訳
者
が
判
断
し
た
箇

所
が
多
い
。

そ
の
一
方
で
原
文
に
は
な
く
、
宇
佐
美
訳
で
は
訳
者
に
よ
る
加
筆
が
見
ら
れ

る
が
、
そ
の
加
筆
状
況
が
、
従
来
の
翻
訳
者
に
よ
る
加
筆
傾
向
と
は
大
き
く
異

な
り
、
か
な
り
独
特
と
言
え
る
。

紙
幅
の
関
係
か
ら
、
第
二
節
で
扱
っ
た
「
灌
園
叟
晚
逢
仙
女
」
の
入
話
か
ら

挙
例
す
る
。

傍
線
部
②
「
正
不
知
從
那
裏
來
的
」
の
訳
文
を
検
討
し
た
い
。
原
義
は
「
ど

こ
か
ら
来
た
の
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
」
で
あ
り
、主
語
は
「
隨
從
女
郎
（
従

者
の
美
女
達
）」
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
を
宇
佐
美
は
、

（
Ａ
）
い
か
に
世よ

に
類た
ぐ
ひ

な
き
美び

女じ
よ

子し

等ら

の
一ひ
と

群む
れ

、
日ひ

來ご
ろ

年と
し

來ご
ろ

愛め
で

に
愛あ
で

つ
る
我わ

が
苑え
ん

中ち
ゆ
うの

花は
な

よ
り
も
愛あ
い

ら
し
く
、
看み

れ
ば
看み

る
程ほ
ど

の
風ふ

情ぜ
い

彌や

ま
さ
れ
ど
も
、

②
原そ
も

是こ

れ
何い
づ

れ
の
處と
こ
ろ

よ
り
か
來き
た

り
け
ん
、（
Ｂ
）
其そ
の

來ら
い

歴れ
き

素す

性じ
よ
うも

い
と
怪あ
や

し

く
思お
も

ひ
け
れ
ば
、
飽あ
く

ま
で
も
問と

ひ
糺た
だ

さ
ば
や
と

と
翻
訳
し
て
い
る
。
訳
文
中
に
あ
る
傍
線
部
に
あ
る
「
原そ
も

是こ

れ
何い
づ

れ
の
處と
こ
ろ

よ
り

か
來き
た

り
け
ん
」
の
み
で
、
翻
訳
と
し
て
は
必
要
か
つ
十
分
で
あ
る
。
そ
れ
に
も

関
わ
ら
ず
宇
佐
美
は
、
原
文
に
加
え
て
傍
線
部
（
Ａ
）「
い
か
に
世よ

に
類た
ぐ
ひ

な
き
美び

女じ
よ

子し

等ら

の
一ひ
と

群む
れ

、
日ひ

來ご
ろ

年と
し

來ご
ろ

愛め
で

に
愛あ
で

つ
る
我わ

が
苑え
ん

中ち
ゆ
うの
花は
な

よ
り
も
愛あ
い

ら
し
く
、

看み

れ
ば
看み

る
程ほ
ど

の
風ふ

情ぜ
い

彌や

ま
さ
れ
ど
も
」
と
加
筆
し
て
い
る
。
こ
れ
は
前
掲
の

原
文
「
一
個
個
姿
容
媚
麗
、
體
態
輕
盈
、
或
濃
或
淡
、
汝
束
不
一
（
ど
の
女
も
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近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
『
三
言
』
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て

み
な
容
姿
は
艶え
ん

に
美
し
く
、
も
の
ご
し
も
軽
や
か
で
、
あ
る
い
は
濃
く
あ
る
い

は
淡
く
、
衣
裳
は
さ
ま
ざ
ま
）」
と
い
う
「
隨
從
女
郎
」
の
美
し
さ
と
そ
の
程
度

を
表
現
す
る
描
写
を
基
本
的
に
繰
り
返
し
て
い
る
。
ま
た
傍
線
部
（
Ｂ
）「
其そ
の

來ら
い

歴れ
き

素す

性じ
よ
うも

い
と
怪あ
や

し
く
思お
も

ひ
け
れ
ば
、
飽あ
く

ま
で
も
問と

ひ
糺た
だ

さ
ば
や
と
」
あ
る
が
、

こ
の
一
文
の
主
語
は
当
然
玄
微
で
あ
り
、
原
義
を
敷
衍
し
た
内
容
を
繰
り
返
し

述
べ
て
い
る
こ
と
が
理
解
出
来
よ
う
。

ま
た
傍
線
部
⑦
「
屢
欲
來
看
卿
等
、
俱
爲
使
命
所
阻
、
今
乘
間
至
此
（
い
つ

も
あ
な
た
方
に
会
い
た
い
と
思
い
な
が
ら
、
お
役
目
の
た
め
に
果
た
せ
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
夜
は
暇
を
盗
ん
で
出
か
け
て
き
ま
し
た
）」
と
い
う
十
八
姨
の
発
言

で
あ
る
が
、
そ
の
箇
所
を
宇
佐
美
は
、

　

我わ

が
身み

は
毎ま
い

々ま
い

卿お
ん
み

等ら

と
訪た
ず

問ね

ば
や
と
思お
も

ひ
つ
れ
ど
も
、
種し
ゆ

々じ
ゆ

の
故こ

障
し
よ
う

あ
り
て
得と

果は
た

さ
ざ
り
き
、
今こ

宵よ
ひ

し
も
間か
ん

に
乘じ
よ
う
じ
て
來く

る
こ
と
を
得え

た
る
は
、

（
Ｃ
）
又ま
た

我わ

が
身み

に
取と

り
て
も
歡
く
わ
ん

喜き

の
限か
ぎ

り
を
こ
そ
云い

ふ
べ
け
れ

と
し
て
い
る
。
原
文
「
屢
欲
來
看
卿
等
、
俱
爲
使
命
所
阻
、
今
乘
間
至
此
」
を

宇
佐
美
は
「
我わ

が
身み

は
毎ま
い

々ま
い

卿お
ん
み

等ら

と
訪た
ず

問ね

ば
や
と
思お
も

ひ
つ
れ
ど
も
、
種し
ゆ

々じ
ゆ

の
故こ

障し
よ
うあ
り
て
得と

果は
た

さ
ざ
り
き
、
今こ

宵よ
ひ

し
も
間か
ん

に
乘じ
よ
う
じ
て
來く

る
こ
と
を
得え

た
る
」
と

的
確
且
つ
過
不
足
な
く
翻
訳
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
か
彼
女
は
原
文
に
全
く
な
い

傍
線
部
（
Ｃ
）「
又ま
た

我わ

が
身み

に
取と

り
て
も
歡
く
わ
ん

喜き

の
限か
ぎ

り
を
こ
そ
云い

ふ
べ
け
れ
」
の

加
筆
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
該
当
箇
所
直
前
に
あ
っ
た
傍
線
部
⑥
に
は
（
眾

女
子
…
…
說
道
）「
不
意
姨
至
、足
見
同
心（
お
ば
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
な
ん
て
、

心
が
同
じ
し
る
し
で
す
わ
）」
と
あ
り
、
眾
女
子
と
十
八
姨
が
お
互
い
に
面
会
し

た
い
と
い
う
希
望
を
抱
い
て
い
た
と
あ
る
た
め
、
加
筆
部
分
で
も
「
又
我
が
身

に
取
り
て
も
歡
喜
の
限
り
を
こ
そ
云
ふ
べ
け
れ
」
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
原
文
に
依
拠
し
て
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
表
現
を
変
え
て
繰
り
返
し

て
い
る
。

こ
の
種
の
翻
訳
傾
向
は
、
宇
佐
美
の
訳
文
に
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
後
文
に

あ
る
玄
微
が
「
遂
手
斟
一
杯
遞
來
、
酒
醉
手
軟
、
持
不
甚
牢
、
杯
才
舉
起
、
不

想
袖
在
箸
上
一
兜
、撲
碌
的
連
杯
打
翻（
酒
を
つ
い
で
杯
を
わ
た
そ
う
と
し
た
が
、

酔
っ
て
手
が
し
び
れ
て
い
る
の
で
、し
っ
か
り
と
持
て
ず
、杯
を
上
げ
た
途
端
に
、

う
っ
か
り
袖
を
箸
に
ひ
っ
か
け
て
ぽ
ろ
り
と
ひ
っ
く
り
返
し
て
し
ま
っ
た
）」
と

し
た
箇
所
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
玄
微
は
、
①
酒
杯
を
渡
そ
う
と
す
る
、

②
酔
い
で
手
が
し
び
れ
て
い
る
、
③
杯
を
持
つ
時
、
袖
を
箸
に
引
っ
か
け
て
し

ま
う
、
④
酒
杯
を
こ
ぼ
す
、
と
い
う
四
点
の
要
素
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
②
③

と
い
う
条
件
が
加
わ
る
こ
と
で
、
①
の
行
為
が
④
と
な
る
と
い
う
一
文
で
あ
る

が
、
宇
佐
美
は
、

　

と
云
ひ
つ
つ
①
直
ち
に
手
づ
か
ら
巨
觥
に
酒
斟
み
湛
へ
て
突
と
起
上
り
、

あ
た
り
を
見
廻
し
て
彼
に
や
勸
め
ん
、
此
に
や
さ
あ
ら
ん
と
暫
時
躊
躇
ふ

も
、
こ
こ
ろ
の
狂
ひ
②
手
の
顫
き
、
持
て
る
觥
い
と
覺
束
な
く
、
趾
の
あ

ゆ
み
も
蹌
踉
と
し
て
地
に
住
ら
ぞ
、
忽
ち
見
る
③
手
上
の
觥
い
か
な
る
機

か
自
己
と
自
己
が
袖
に
觸
れ
、
④
咄
嗟
と
ば
か
り
に
打
翻
さ
れ
ぬ
と
、

と
、
玄
微
が
酒
を
湛
え
た
杯
を
持
ち
立
ち
上
が
り
、
辺
り
を
見
回
し
て
誰
に
そ

の
酒
を
勧
め
よ
う
か
と
暫
く
戸
惑
っ
て
い
た
が
、
杯
を
持
つ
手
が
お
ぼ
つ
か
な

い
。
そ
し
て
足
下
も
覚
束
な
い
様
子
で
あ
っ
た
が
、
不
意
に
袖
が
触
れ
て
、
咄

嗟
に
零
れ
て
し
ま
っ
た
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
原
文
に
あ
る
四
点
の
要
素
は
完
備

し
て
い
る
が
①
酒
杯
を
渡
そ
う
と
す
る
と
、
②
酔
い
で
手
が
し
び
れ
て
い
る
の
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間
に
、
そ
し
て
②
と
③
杯
を
持
つ
時
袖
に
箸
を
引
っ
か
け
て
し
ま
う
の
間
に
、

訳
者
に
よ
る
加
筆
が
行
わ
れ
て
い
る
。

右
掲
の
訳
文
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
確
認
す
る
と
、
玄
微
は
①
酒
を
湛
え
た

杯
を
手
に
起
き
上
げ
た
、
し
か
し
②
酒
杯
を
持
つ
手
が
震
え
て
覚
束
な
い
、
と

い
う
前
後
の
文
脈
は
逆
接
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
①
で
述
べ
た
内
容

か
ら
予
想
さ
れ
な
か
っ
た
②
の
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
①
②
の
間
に

宇
佐
美
は
、「
玄
微
は
周
辺
を
見
渡
し
て
誰
に
酒
杯
を
勧
め
よ
う
か
と
、
ど
う
し

よ
う
か
と
暫
く
戸
惑
っ
て
い
た
が
、
酔
い
が
回
っ
て
ふ
ら
つ
い
た
」
と
補
足
し
、

逆
接
関
係
に
あ
っ
た
①
②
間
の
文
脈
を
よ
り
円
滑
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
②
③
の
間
に
つ
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
見
え
る
。

訳
文
に
つ
い
て
文
脈
を
具
体
的
に
確
認
す
る
と
、
玄
微
は
②
酒
杯
を
持
つ
手

が
震
え
て
覚
束
な
い
状
態
で
あ
り
、
③
で
は
手
に
持
っ
た
酒
杯
が
何
か
の
機
会

に
袖
が
触
れ
て
し
ま
い
、
と
い
う
順
接
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
②
が

後
件
（
③
）
の
順
当
な
原
因
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
②
と
③
と
の
間
に

は
因
果
関
係
が
あ
り
、
文
脈
と
し
て
過
不
足
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

宇
佐
美
は
「
趾
の
あ
ゆ
み
も
蹌
踉
と
し
て
地
に
住
ら
ぞ
」
と
酒
に
酔
っ
た
結
果

と
し
て
手
が
震
え
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
足
下
を
ふ
ら
つ
い
て
心
許
な
い
状

況
を
加
筆
し
②
③
間
の
文
脈
を
更
に
具
体
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
宇
佐
美
に
よ
る
翻
訳
に
見
ら
れ
る
加
筆
は
、
新
た
な
要
素
を
付

け
加
え
る
の
で
は
な
く
、
文
意
か
ら
逸
脱
し
な
い
範
囲
で
の
潤
色
や
加
筆

―

原
文
内
容
に
即
し
た
文
脈
の
円
滑
化
や
具
体
化
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。そ

れ
で
は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
宇
佐
美
は
し
た
の
か
。
そ
れ
は
、
そ

も
そ
も
宇
佐
美
に
よ
る
「
抱
甕
文
庫
自
序
」
に
も
「
文ふ
み

作
る
一
助
と
も
思
ひ
て
」

や
「
文
作
る
稽
古
の
一
助
に
も
と
て
せ
し
な
れ
ば
」
と
あ
り
、
所
期
の
目
的
が

自
ら
の
文
章
技
術
の
向
上
に
あ
り
、
文
章
技
術
向
上
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る

手
段
（
も
し
く
は
教
材
）
と
し
て
白
話
小
説
の
翻
訳
が
選
ば
れ
た
に
過
ぎ
な
い

か
ら
で
あ
る
。事
実
宇
佐
美
は
、一
八
九
八
年
一
〇
月
に
自
ら
創
作
し
た
小
説「
不

幸
の
幸
」
を
『
大
日
本
婦
人
教
育
会
雑
誌
』
に
掲
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も

理
解
出
来
る
。
彼
女
に
よ
っ
て
『
今
古
奇
觀
』
の
翻
訳
は
目
的
で
は
な
い
、
自

ら
の
小
説
創
作
を
行
う
上
で
の
手
段
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

自
序
で
も
訳
者
の
意
志
に
反
し
て
刊
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
と
弁
解
を

長
々
と
説
明
し
、『
抱
甕
文
庫
』
は
厳
密
な
翻
訳
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な

く
、「
徒
然
の
あ
ま
り
文
作
る
稽
古
」
の
た
め
だ
っ
た
と
繰
り
返
し
断
り
書
き
を

行
い
、「
冀
く
は
大
方
の
諸
彦
訳
者
の
薄
才
浅
学
を
憐
み
、
其
誤
謬
の
指
摘
す
べ

き
も
の
は
教
正
を
垂
れ
て
益
を
後
進
に
与
へ
給
わ
ん
こ
と
を
【
十
九
】」
な
ど
、
不

自
然
と
も
思
わ
れ
る
ほ
ど
翻
訳
刊
行
に
恐
縮
す
る
文
面
が
随
所
に
見
え
る
所
か

ら
も
、
本
書
刊
行
は
当
人
の
本
望
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
確
か
に

訳
文
を
見
る
限
り
で
は
、
一
部
の
特
殊
な
白
話
語
彙
に
は
対
応
で
き
て
い
な
い

ほ
か
、
原
文
に
対
す
る
忠
実
度
も
一
九
二
六
年
発
表
の
佐
藤
春
夫
訳
【
二
十
】
に
比

べ
て
若
干
低
く
、
一
九
二
五
年
発
表
の
鈴
木
真
海
訳
【
二
十
一
】
と
同
じ
程
度
の
翻

訳
精
度
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
今
回
の
宇
佐
美
訳
は
、
当
時
研
究
者
の
間
で
行
わ
れ
て
い
た
白
話

小
説
の
訓
読
翻
訳
に
関
す
る
是
非
に
つ
い
て
の
議
論
【
二
十
二
】
に
は
全
く
言
及
し

て
お
ら
ず
、
恐
ら
く
は
口
語
訳
化
の
議
論
を
認
識
せ
ず
に
翻
訳
し
た
可
能
性
が

高
い
。

し
か
し
、
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
当
時
は
、
白
話
語
彙
に
関
す
る
工
具

書
も
十
分
に
な
く
、
且
つ
中
国
人
の
助
力
も
な
い
状
況
で
、
①
比
較
的
高
い
水

準
で
翻
訳
を
刊
行
し
た
こ
と
、
②
出
版
計
画
は
頓
挫
す
る
結
果
と
な
っ
た
が
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近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
『
三
言
』
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て

二
〇
篇
の
翻
訳
を
行
い
、
一
〇
篇
の
出
版
を
企
画
し
た
こ
と
、
③
初
め
て
の
女

性
翻
訳
者
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
④
訓
読
翻
訳
の
域
を
脱
し
口
語
訳
へ
と
向

か
う
過
渡
期
的
な
存
在
と
し
て
、「
三
言
」
所
収
篇
の
受
容
史
の
上
で
は
画
期
的

な
存
在
で
あ
る
と
言
え
る
。

お
わ
り
に

本
論
の
内
容
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

Ⅰ　

小
論
で
は
、筆
者
が
発
見
し
た
宇
佐
美
延
枝
の
翻
訳
『
李
謫
仙
・
蘇
小
妹
（
抱

甕
文
庫
第
壹
編
）』
に
注
目
し
、
宇
佐
美
延
枝
が
取
り
組
ん
だ
翻
訳
活
動
の
一
端

を
考
察
し
、
先
行
研
究
の
不
備
を
補
完
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

Ⅱ　

宇
佐
美
の
手
に
よ
る
『
抱
甕
文
庫
』
は
「
三
言
」
所
収
篇
の
翻
訳
で
あ
る
。

宇
佐
美
に
よ
る
「
自
序
」
に
よ
る
と
、彼
女
は
静
養
中
に
「
三
言
」
の
選
集
『
今

古
奇
觀
』
全
四
〇
篇
の
う
ち
二
〇
篇
を
試
訳
し
た
が
、
そ
の
後
翻
訳
の
存
在
が

哲
学
書
院
主
人
に
知
ら
れ
る
所
と
な
っ
た
。
宇
佐
美
の
翻
訳
は
書
肆
の
説
得
の

末
に
刊
行
さ
れ
、
翻
訳
の
続
刊
は
一
〇
編
ま
で
企
画
さ
れ
て
い
た
。『
今
古
奇

觀
』
の
半
数
に
及
ぶ
翻
訳
規
模
と
、
訓
読
翻
訳
が
一
般
的
で
あ
っ
た
明
治
三
一

（
一
八
九
八
）
年
の
時
期
に
散
文
体
の
訳
文
を
試
み
る
な
ど
、
翻
訳
時
期
を
考
慮

し
て
も
短
篇
白
話
小
説
受
容
史
の
観
点
か
ら
は
看
過
で
き
な
い
存
在
と
言
え
る
。

た
だ
今
回
の
宇
佐
美
訳
は
、
当
時
研
究
者
の
間
で
行
わ
れ
て
い
た
白
話
小
説
の

訓
読
翻
訳
に
関
す
る
是
非
に
つ
い
て
の
議
論
に
も
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
恐
ら

く
は
口
語
訳
化
の
議
論
を
認
識
せ
ず
に
翻
訳
し
た
可
能
性
が
高
い
。

Ⅲ　

宇
佐
美
の
文
体
は
、
漢
字
仮
名
ま
じ
り
に
よ
る
散
文
体
が
採
用
さ
れ
て
い

る
。
翻
訳
の
姿
勢
に
つ
い
て
は
概
ね
原
文
に
即
し
て
翻
訳
を
試
み
て
お
り
、
原

文
に
対
す
る
忠
実
度
も
一
九
二
五
年
発
表
の
鈴
木
真
海
訳
と
ほ
ぼ
同
一
水
準
で
、

翻
訳
水
準
も
低
く
は
な
い
。
し
か
し
白
話
語
彙
の
未
習
熟
の
た
め
か
、
原
文
を

そ
の
ま
ま
訳
語
と
し
て
い
る
ほ
か
、
多
少
内
容
説
明
の
必
要
か
ら
か
、
原
文
に

な
い
訳
者
独
自
の
加
筆
が
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
、
出
版
当
時
白
話
語
彙
に
関

す
る
工
具
書
も
十
分
に
な
く
、
且
つ
中
国
人
の
助
力
も
な
い
状
況
で
、
比
較
的

高
い
水
準
で
翻
訳
を
刊
行
し
た
こ
と
、
二
〇
篇
の
翻
訳
を
行
い
一
〇
篇
の
出
版

を
企
画
し
た
こ
と
、
初
め
て
の
女
性
翻
訳
者
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
訓
読
翻
訳

の
域
を
脱
し
口
語
訳
へ
と
向
か
う
過
渡
期
的
な
存
在
と
し
て
、「
三
言
」
所
収
篇

の
受
容
史
の
上
で
は
画
期
的
な
存
在
で
あ
る
と
言
え
る
。

本
論
文
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）「
民
間
の
視

座
を
導
入
し
た
中
国
通
俗
文
芸
の
受
容
と
自
国
化
の
研
究
―
受
容
文
化
の
多
角

的
考
察
を
目
指
し
て
―
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注

【
一
】
拙
稿
「
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
「
三
言
」
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て 

―
村
松
暎
・
魚
返
善
雄
の
翻
訳
と
翻
訳
層
の
交
代
に
つ
い
て
」（『
国
際
文
化
研
究
科

論
集
』
一
七
号
、
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。

【
二
】
拙
稿
「
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
「
三
言
」
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て

―
明
治
時
代
か
ら
大
正
時
代
ま
で
の
翻
訳
事
業
を
中
心
と
し
て
」（『
国
際
文
化
研
究

科
論
集
』
一
四
号
、二
〇
〇
六
年
）、同
「
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
「
三
言
」

所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て

―
一
九
一
〇
年
代
〜
二
〇
年
代
の
動
向
を
中
心
と
し
て
」

（『
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』
一
四
号
、
二
〇
〇
六
年
）、
同
「
白
話
小
説
翻
訳
史
に
お

け
る
宮
原
民
平
の
存
在
に
つ
い
て

―
『
支
那
文
学
大
観
』
の
事
例
を
中
心
に
」（『
ア

ジ
ア
遊
学
』
一
〇
五
号
、
二
〇
〇
七
年
）、
同
「
中
国
通
俗
文
芸
受
容
史
に
お
け
る
翻

訳
文
体
の
問
題
に
つ
い
て

―
佐
藤
春
夫
の
『
百
花
村
物
語
』
を
中
心
と
し
て
」（『
池
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東
北
大
学
大
学
院  

国
際
文
化
研
究
科
論
集  

第
二
十
七
号

田
雄
一
教
授
古
稀
記
念
ア
ジ
ア
史
論
叢
』
燎
原
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）、
同
「
支
那
に

浸
る
人

―
井
上
紅
梅
が
描
い
た
日
中
文
化
交
流
」（『
か
ら
船
往
来
―
日
本
を
育
て
た

ひ
と
・
ふ
ね
・
ま
ち
・
こ
こ
ろ
―
』
中
国
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）、
同
「
日
本
伝
統
文

化
の
形
成
を「
訓
読
」か
ら
考
え
る

―
近
代
日
本
に
お
け
る
白
話
小
説
の
文
体
」（『
訓

読
か
ら
見
な
お
す
東
ア
ジ
ア
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

【
三
】
辛
島
驍
「
醒
世
恒
言
（
二
）
各
巻
解
題
」『
醒
世
恒
言
（
２
）』（
東
洋
文
化
協
会
全
譯

中
國
文
學
大
系
、
一
九
五
八
年
）、
一
頁
参
照
。
な
お
、
宇
佐
美
の
訳
業
に
つ
い
て
は
、

小
川
陽
一
『
三
言
二
拍
本
字
論
考
集
成
』（
新
典
社
、
一
九
八
一
年
）
一
八
〇
頁
参
照
。

【
四
】
明
治
文
献
資
料
刊
行
会
編
『
明
治
前
期
書
目
集
成 

（
補
巻
之
三
）』（
明
治
文
献
資
料

刊
行
会
、
一
九
七
五
年
）
五
四
頁
参
照
。

【
五
】
東
京
高
等
大
同
学
校
は
一
八
九
八
年
に
梁
啓
超
が
中
心
と
な
っ
て
創
立
し
た
華
僑
学

校
で
、
横
浜
大
同
学
校
の
馮
自
由
ら
二
〇
人
ほ
ど
が
転
学
し
開
学
し
た
。
排
満
州
論
、

革
命
志
向
が
強
か
っ
た
が
、財
政
難
の
た
め
、当
時
東
京
高
等
大
同
学
校
の
幹
事
で
あ
っ

た
柏
原
文
太
郎
が
日
本
の
政
党
か
ら
募
金
を
募
り
、
校
名
を
「
東
亜
商
業
学
校
」
と
改

め
再
建
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
再
び
経
営
困
難
に
陥
り
、
清
国
公
使
に
引
き
渡
さ

れ
校
名
は
清
華
学
校
と
な
っ
た
。
平
岡
さ
つ
き『
現
代
中
国
と
華
僑
教
育
』（
多
賀
出
版
、

一
九
九
一
年
）
三
四
三
頁
参
照
。

【
六
】
市
川
信
愛
「
華
僑
学
校
教
育
の
国
際
的
比
較
研
究
（
上
）」（『
ト
ヨ
タ
財
団
助
成
研
究

報
告
書
』
宮
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
経
済
研
究
室
、
一
九
八
八
年
）
一
七
一
頁
参
照
。

【
七
】
宮
武
外
骨
『
府
藩
県
制
史
』（
名
取
書
店
、
一
九
四
一
年
）
二
三
四
頁
参
照
。

【
八
】
彦
根
正
三
編
『
改
正
官
員
録
』（
博
公
書
院
、
一
八
八
三
年
）
一
四
一
頁
参
照
。
彦
根

正
三
編
『
改
正
官
員
録
』（
博
公
書
院
、
一
八
八
四
年
）
一
四
五
頁
参
照
。

【
九
】
東
洋
大
学
創
立
百
年
史
編
纂
委
員
会
・
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
編

『
東
洋
大
学
百
年
史 

通
史
編
（
一
）』（
東
洋
大
学
、
一
九
九
三
年
）「
哲
学
書
院
の
設

立
」（
六
六
頁
〜
六
八
頁
）
参
照
。
な
お
『
抱
甕
文
庫
』
出
版
直
前
（
一
八
九
八
年
五
月
）

の
哲
学
書
院
刊
行
物
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、東
京
書
籍
商
組
合
編
『
明
治
書
籍
総
目
録
』

（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
五
年
）
二
四
六
〜
二
五
四
頁
参
照
。

【
十
】
宇
佐
美
に
よ
る
「
抱
甕
文
庫
自
序
」
は
長
文
で
あ
る
の
で
、
要
点
を
示
す
と
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

　

抱ほ
う

甕お
う

文
庫 

自
序

去い
ぬ

る
四よ

年と
せ

前
よ
り
。
醫
生
の
慫す

す
め慂
に
任
せ
久
し
き
に
亙
れ
る
妾
が
身
の
病い

た

痾づ
き

を
養
は
ん

と
て
。
帝
都
を
距
る
程
遠
き
片
田
舍
に
引
籠
り
し
が
。
今こ

年と
し

の
春
に
至
り
再
び
帝
都
に

歸
寓
し
ぬ
。
此
間
滿み
つ

る
三
年
の
春
秋
。（
中
略
）
固
よ
り
片
田
舍
の
事
に
し
あ
れ
ば
訪

ひ
來
て
慰
め
ん
人
も
な
け
れ
ば
。
尋
ね
行
き
て
語
ら
は
ん
友
も
な
く
。
い
と
徒つ
れ

然づ
れ

に
堪

え
か
ね
る
ま
ゝ
。
書
筺
の
底
な
ど
か
い
採
り
。
古
本
雜
誌
類
の
中
よ
り
。
今
古
奇
觀
と

な
ん
い
ふ
小
説
の
四
十
回
ば
か
り
あ
る
を
取
り
出
し
試
に
繙
き
て
讀
み
ぬ
。
件
の
一
書

は
大
方
諸
彦
の
皆
知
り
給
ふ
如
く
。支
那
短
篇
小
説
の
中
い
と
も
著
名
な
る
も
の
に
て
。

呉
中
抱は
う

甕を
う

先
生
の
編
輯
せ
し
も
の
な
り
。
讀
み
も
て
ゆ
く
に
文
意
の
會ゑ

得と
く

し
が
た
き
と

こ
ろ
あ
り
。
又
文
字
な
ど
脱
落
磨
滅
し
て
讀
み
得
ぬ
と
こ
ろ
も
多
か
り
け
る
が
。
文ふ
み

作

る
一
助
と
も
思
ひ
て
惟
拾
ひ
〳
〵
に
二
十
回
ば
か
り
を
繙
譯
せ
り
。
元
來
支
那
の
文
字

に
は
能
く
も
熟
せ
ぬ
も
の
な
る
に
。
文
作
り
な
れ
ぬ
拙
き
筆
も
て
繙
譯
せ
し
こ
と
な
け

れ
ば
。（
中
略
）
此
頃
哲
學
書
院
の
主
人
高
頭
翁
訪
ひ
來
り
て
四よ

方も

八や

方ま

の
物
語
の
序
。

支
那
小
説
の
事
な
ど
云
ひ
出
ら
れ
ぬ
る
に
。
端は
し

な
く
も
本
書
繙
譯
の
事
を
口
走
り
。
辭

め
ど
も
得
ず
し
て
竟
に
こ
れ
を
取
り
出
し
て
示
し
け
れ
ば
。
持
ち
行
き
て
一
覽
せ
ば
や

と
て
其
儘
携
へ
去
ら
れ
ぬ
。
日
數
經
て
復
た
尋
ね
來
り
云
は
る
ヽ
や
う
。「
近
小
説
の

流
行
殊
に
旺
盛
を
極
め
新
著
日
に
幾
種
あ
る
を
知
ら
ず
。
間
々
名
文
傑
作
あ
り
て
江
湖

の
看
客
と
し
て
閲
覽
に
厭
ざ
ら
し
む
。（
中
略
）
惜
む
べ
き
は
支
那
小
説
の
繙
譯
至
て

其
種
に
乏
し
き
事
是
れ
な
り
。
彼
三
國
志
水
滸
傳
西
遊
記
な
ど
の
類
は
久
し
き
以
前
よ

り
繙
譯
し
て
江
湖
看
客
の
閲
覽
に
供
せ
ら
る
ゝ
も
。
其
他
に
至
て
は
寥
々
晨
星
も
啻
な
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近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
『
三
言
』
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て

ら
ず
。
原
書
は
各
種
輸
入
せ
ら
れ
て
江
湖
に
散
在
す
と
云
ふ
と
も
。
極
め
て
よ
く
支
那

の
文
字
を
解
釋
す
る
人
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
は
こ
れ
を
讀
む
も
爭い
か

て
其
意
を
了
解
し
得

ん
。
支
那
小
説
繙
譯
の
今
日
に
急
な
る
こ
と
こ
れ
に
て
思
ひ
半
ば
に
過
ぎ
ん
歟
。
然
る

に
此
度
貴
譯
の
今
古
奇
觀
を
借
覽
し
た
る
に
。
篇
中
收
む
る
所
の
奇
譚
珍
事
は
支
那
小

説
と
し
て
固
有
の
趣
味
と
特
種
の
曲
調
と
を
具
へ
。
我
等
泰
西
小
説
を
見
慣
れ
た
る
も

の
に
取
て
は
目
新
し
く
面
白
き
節ふ
し

々〳
〵

い
と
多
く
。
こ
れ
を
惟
家
中
に
祕
し
置
か
れ
ん
こ

と
中
〳
〵
あ
ら
た
業
な
り
。
因
て
件
の
草
稿
は
弊
院
に
申
受
け
て
漸
次
に
刊
行
し
江
湖

同
好
の
看
客
に
紹
介
せ
ん
と
欲
す
」
と
。
妾
こ
れ
を
聽
き
て
驚
く
こ
と
大お
ほ

方か
た

な
ら
ず
。

其そ

は
よ
し
な
き
事
な
り
元
来
世
に
公
に
せ
ん
と
て
も
の
し
た
る
に
あ
ら
ず
。
徒つ

れ

然づ
れ

の
あ

ま
り
文
作
る
稽
古
の
一
助
に
も
と
て
せ
し
な
れ
ば
。
あ
は
れ
其
事
ば
か
り
は
免
し
給
は

れ
と
固
く
辞
み
た
れ
ど
も
主
人
は
更
に
も
聞
き
入
れ
給
は
ず
。
是
非
に
と
て
再
三
再
四

迫
ら
れ
ぬ
れ
ば
。
竟
に
其
の
詞
に
任
せ
原
書
は
抱
甕
先
生
の
編
輯
な
る
を
以
て
。
名
を

も
抱は
う

甕を
う

文ぶ
ん

庫こ

を
題
し
一
篇
よ
り
十
篇
ま
で
を
刊
行
す
る
こ
と
は
し
た
り
。
繙
譯
の
拙
く

し
て
原
書
の
意
に
適
は
ぬ
ふ
し
〴
〵
あ
る
は
免
れ
ぬ
と
こ
ろ
に
し
あ
れ
ば
。
冀
く
は
大

方
の
諸
彦
譯
者
の
薄
才
淺
學
を
憐
み
、
其
誤
謬
の
指
摘
す
べ
き
も
の
は
教
正
を
垂
れ
て

益
を
後
進
に
與
へ
給
は
ん
こ
と
を
。
記
し
て
是
が
序
と
爲
す
と
云
爾
。

　
　
　
　

明
治
卅
一
年
四
月
帝
都
の
北
陬
・
礫
川
の
邊
な
る
茅
屋
に
於
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
の
家
女
史
識

【
十
一
】
拙
稿
「
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
『
三
言
』
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て

―
明
治
時
代
か
ら
大
正
時
代
ま
で
の
翻
訳
事
業
を
中
心
と
し
て

―
」『
国
際
文
化

研
究
科
論
集
』（
一
四
、二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

【
十
二
】『
中
華
全
国
中
日
実
業
家
興
信
録
（
上
海
の
部
・
昭
和
一
一
年
版
）』（
上
海
興
信
所
、

一
九
三
六
年
）
一
八
一
頁
、及
び
『
新
聞
総
覧
（
昭
和
一
二
年
）』（
日
本
電
報
通
信
社
、

一
九
三
七
年
）
五
一
〇
頁
に
は
、宮
地
貫
道
は
「
上
海
日
日
新
聞
社
社
長
」
と
あ
り
、『
支

那
在
留
邦
人
人
名
録
（
第
一
四
版
）』（
金
風
社
、
一
九
二
三
年
）
一
二
一
頁
に
は
「
上

海
日
日
新
聞
社
社
主
」
と
あ
る
。

【
十
三
】『
明
治
・
大
正
・
昭
和
前
期
雑
誌
記
事
索
引
集
成  

社
会
科
学
編
（
別
巻
２
―
５
）』（
皓

星
社
、
一
九
九
八
年
）
二
一
五
二
頁
に
あ
る
「
宮
地
貫
道
」
の
項
目
参
照
。

【
十
四
】『
支
那
在
留
邦
人
人
名
録
（
八
版
）』（
金
風
社
、
一
九
一
七
年
）
上
海
在
留
邦
人
名

簿
索
引
欄
に
も
井
上
紅
梅
は
「
井
上
進
（
上
海
日
日
新
聞
）」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

【
十
五
】
紅
梅
「
魯
迅
年
譜
」（『
魯
迅
全
集
』
改
造
社
、
一
九
三
二
年
）
五
一
一
頁
参
照
。

【
十
六
】
井
上
紅
梅
訳
『
今
古
奇
觀
』（
清
水
書
店
、
一
九
四
二
年
）
参
照
。

【
十
七
】
掲
載
さ
れ
た
翻
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

①
「
支
那
浦
島
・
李
清
の
話
」（『
醒
世
恒
言
』
巻
三
八
）
一
九
三
九
年
三
月
号

　
　

②
「
知
事
殿
が
鯉
に
な
っ
た
話
」（『
醒
世
恒
言
』
巻
二
六
）
一
九
三
九
年
九
月
号

　
　

③
「
王
安
石
の
涙
」（『
警
世
通
言
』
巻
四
）
一
九
四
〇
年
六
月
号

　
　

④
「
白
蛇
伝
」（『
警
世
通
言
』
巻
二
七
）
一
九
四
一
年
四
月
号

　
　

⑤
「
唐
伯
虎
の
美
人
画
」（『
今
古
奇
觀
』
巻
三
三
）
一
九
四
一
年
七
月
号

　
　

⑥
「
酒
仙
李
太
白
」（『
今
古
奇
觀
』
巻
六
）
一
九
四
一
年
一
〇
月
号

　
　

⑦
「
続
・
酒
仙
李
太
白
」（『
今
古
奇
觀
』
巻
六
）
一
九
四
一
年
一
二
月
号

【
十
八
】
掲
載
さ
れ
た
翻
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

① 

「
薄
情
郎
」（『
今
古
奇
觀
』
巻
三
二
「
金
玉
奴
棒
打
薄
情
郎
」）【
十
四
】
一
九
二
六
年

四
月
一
日
〜
一
七
日

　
　

② 

「
蝴
蝶
夢
」（『
今
古
奇
觀
』
巻
二
〇
「
莊
子
休
鼓
盆
成
大
道
」）【
十
五
】
一
九
二
六
年

四
月
一
八
日
〜
二
五
日

　
　

③ 

「
移
花
接
木
」（『
今
古
奇
觀
』
巻
三
四
「
女
秀
才
移
花
接
木
」）【
十
六
】
一
九
二
六
年

五
月
二
七
日
〜
七
月
二
日

　
　

④ 
「
鴛
鴦
譜
」（『
今
古
奇
觀
』
巻
二
八
「
喬
太
守
亂
點
鴛
鴦
譜
」）【
十
七
】
一
九
二
六
年

七
月
一
八
日
〜
八
月
一
〇
日

　
　

⑤ 

「
義
還
原
配
」（『
今
古
奇
觀
』
巻
四
「
裴
晉
公
義
還
原
配
」）【
十
八
】
一
九
二
六
年
八



58（19）

東
北
大
学
大
学
院  

国
際
文
化
研
究
科
論
集  

第
二
十
七
号

月
一
九
日
〜
八
月
二
八
日

　
　

⑥
「
孝
女
蔵
児
」（『
今
古
奇
觀
』
巻
三
〇
「
念
親
恩
孝
藏
兒
」）【
十
九
】
一
九
二
六
年
八

月
二
九
日
〜
九
月
二
四
日

【
十
九
】
宇
佐
美
延
枝
「
自
序
」『
抱
甕
文
庫
』（
哲
学
書
院
、
一
八
九
八
年
）
七
頁
参
照
。

【
二
十
】
佐
藤
春
夫
「
上
々
吉
」（『
苦
楽
』
五
巻
七
〜
一
〇
号
、
一
九
二
六
年
）。

【
二
十
一
】
鈴
木
真
海
『
鴛
鴦
譜
（
外
三
種
）』（
支
那
文
献
刊
行
会
、
一
九
二
五
年
）。

【
二
十
二
】
拙
稿
「
近
代
日
本
に
お
け
る
白
話
小
説
の
翻
訳
文
体
に
つ
い
て

―
「
三
言
」

の
事
例
を
中
心
に
」『
続
「
訓
読
」
論

―
東
ア
ジ
ア
漢
文
世
界
の
形
成
』（
勉
誠
出
版
、

二
〇
一
〇
年
）、
同
「
中
国
通
俗
文
芸
受
容
史
に
お
け
る
翻
訳
文
体
の
問
題
に
つ
い
て

―
佐
藤
春
夫
の
「
百
花
村
物
語
」
を
中
心
と
し
て
」『
池
田
雄
一
教
授
古
稀
記
念
ア

ジ
ア
史
論
叢
』（
燎
原
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

附
記
・
本
校
脱
稿
後
に
里
見
日
本
文
化
学
研
究
所
所
長　

金
子
宗
徳
氏
よ
り

宇
佐
美
延
枝
に
関
す
る
貴
重
な
示
教
を
得
た
。
詳
細
は
次
稿
に
て
紹
介
す
る
こ

と
と
し
た
い
。


